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黄灰色砂礫層～淡黄褐色砂質土出土遺物

青灰色砂礫層出土遺物

春日山古墳群一覧表



第 1章 調査に至る経緯

島根県によって計画された、国道431号手角工区特定交通安全施設等整備事業は既存国道に歩道を

整備する事業である。

この事業予定地の沿線には周知の遺跡である「寺ノ脇遺跡」「権太作遺跡」「長海条里制遺跡」など

が存在する。

平成17年■月、島根県松江土木建築事務所 (現.島根県松江県土整備事務所)か ら松江市教育委員

会文化財課に対して埋蔵文化財分布調査依頼書が提出された。

平成17年 12月 に島根県教育委員会と松江市教育委員会が現地踏査を実施した結果、春日神社南西側

の山林山頂部で方墳 5基を発見した。さらに中海に面した斜面部でも平坦地が 2箇所みられ、住居跡

等の遺構の存在が推定された。

また、春日神社から東へ約400mの地点で行つた試掘調査では、縄文時代から古墳時代にかけての

土器片や黒曜石片を検出した。ピット状のプランも見られたことから遺構の存在する可能性も推測さ

れ、検出された遺物の年代構成から隣接する周知の遺跡 「寺ノ脇遺跡」の範疇に含まれるものとして

取 り扱うこととした。

これらの結果をもとに、松江市教育委員会と島根県松江土木建築事務所は遺跡の保護について協議

を行つたが、計画変更は困難との結論に達し、発掘調査を実施することとなった。

日山古墳群

√
身
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C
/

/オ ＼`う

/            ヽ

第 2図 遺跡位置図 (S=1:25,000)
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第 2章 眩置と県境

春日山古墳群は島根県松江市手角町春日山548-1に、寺ノ脇遺跡は同じく手角町字町並72-3に所在

する。両遺跡とも島根半島北東端の中海沿岸に位置している。中海沿岸のこの地域は、急峻な丘陵が

海岸線近 くまでせまり、その谷間に水田と集落が存在している。寺ノ脇遺跡は、谷間が中海沿岸に向

かつて開けたところ、谷口に存在し、50～ 60m南 に中海がひろがる。

春日山古墳群は、標高30m程の小高い丘陵上の遺跡である。尾根の頂上からは、中海から大根島、

境水道、遠 くは伯脅富士と呼ばれる大山の雄姿を一望することができる。

縄文時代 中海北岸のこの地域一帯には、縄文時代の遺跡が多 く存在する。海蝕洞窟を利用した洞窟

遺跡として、サルガ鼻洞窟住居跡 (4)は特に有名である。 4穴の洞窟からは縄文土器や骨角器、貝

輪、人骨などが出上している。また、この遺跡の北東には権現山洞窟遺跡、小浜洞窟遺跡が存在する。

他に池ノ尻遺跡 (5)や寺ノ脇遺跡 (3)、 柳瀬遺跡からも縄文土器が出土し、夫手遺跡 (7)か ら

は縄文時代前期初頭の漆液容器が出上している。

中海の豊富な魚介類と山から採取した木の実などで、縄文人にとっては良好な生活の場所であつた

ことが遺跡の多さからも垣間見られる。

弥生時代 夫手遺跡や権太作遺跡 (6)、 寺ノ脇遺跡、杉戸遺跡 (1つ から弥生土器が出土しているが、

数は少ない。手角町から南西側の中海沿岸には本庄町があり、的場遺跡が知られている。的場遺跡か

らは弥生時代後期の住居跡が検出され、周辺の遺跡から弥生土器が出土している。弥生時代になると

人々の生活の場が南の方に移動した可能性も推測される。

古墳時代 古墳時代になると、中海周辺の丘陵には古墳が造られるようになる。前期の古墳として有

名なのは、中海西岸の丘陵に造られた八日山 1号墳である。春日山吉墳群より直線距離にして南西に

4.6kmの八日山 1号墳からは、三角縁神獣鏡が出土し有力な支配者の墓と考えられる。他に、出土品は

ないが藤田古墳群 (11)の 2号墳も前期の古墳である。藤田古墳群の西側には渕切古墳群 (13)が あ

り、全長20～ 80mの前方後円墳や前方後方墳があり、墳丘の特徴などから、中期に築造されたものと

思われる。堀越古墳群 (9)の 8号墳からは石棺が出土し、出土遺物から、中期頃の古墳と考えられ

る。善尾古墳 (17)、 堀越 7号墳は後期の古墳で、両古墳からは、石棺式石室の一部がみつかつている。

長海川流域周辺の丘陵には多くの古墳が存在し、古墳を造ることのできた有力者の存在が窺われる。

夫手遺跡、寺ノ脇遺跡、杉戸遺跡からは古墳時代前期から中期の遺物が出上した。生活用道具も多

く、周辺に集落跡の存在を示唆している。

歴史時代 寺ノ脇遺跡から奈良時代の上師器や須恵器が出土しているが、他に出土例は知られていな

い。長海川流域と下宇部尾に条里制の痕跡が残されている。また、下宇部尾の尾崎遺跡では、奈良時

代の公的な施設が考えられる建物跡が調査されている。

参考文献  山本清「美保関町サルガ鼻・権現山洞窟住居跡について」『島根県文化財調査報告書 第二集』島根県教育委員会 1967年

島根県文化財愛護協会『寺ノ脇遺跡』島根県土木事務所 1969年

松本岩雄「原始から古代へ」『郷土誌 ふるさと本庄』本庄地区町内連合会・本庄公民館 1994年

島根県美保関町「第 1章 原始・古代の美保関」『美保関町誌 上巻』美保関町誌編さん委員会1986年
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第 3章 調査の概要

春日山古墳群・寺ノ脇遺跡は松江市手角町に所在する。

春日山古墳群は春日山神社の南西側丘陵に位置し、北東から南西にかけて尾根が続いている。本遺

跡の発掘調査は平成17年におこなわれた現地踏査の結果から、遺構の存在が推定される箇所について

調査をおこなうこととなった。

尾根と尾根から続 く南西側緩斜面、南側斜面の一部をA区、緩斜面から南西に下つた斜面の2段の

平坦面をB区、尾根の中央から南へ下つた斜面の2段の平坦面をC区 として調査をおこなった。当初、

南西側緩斜面は調査範囲に入つていなかったが、遺構の存在が窺われたため、トレンチ調査をおこなっ

た。その結果、土媛墓が確認され、全面を調査することとなった。また、B区、C区 についても同様

にトレンチ調査をおこなった結果、ビットや遺物包含層が確認されたため、全面調査をおこなった。

木の伐採後、調査をおこなうことになったが、調査区内に廃土置き場がなく、廃上の持ち出しも困

難であつたため、尾根の南側斜面を削り、パイロット道路を造つて廃土置き場とした。

平成19年 7月 2日 から平成20年 4月 30日 にかけて調査をおこなった。

調査の結果、古墳 7基、土器棺墓、土嫉墓 2基、土坑 5個、掘立柱建物跡 2棟を検出した。

寺ノ脇遺跡は国道431号 と手角町内にはいる旧道との間に位置する雑種地である。調査区は分割し

て調査をおこなうこととなり、平成19年度調査地を I区、平成20年度調査地をⅡ区として調査をおこ

なった。調査は分割しておこなったが、本報告書においては一括して報告する。

I区の調査を平成19年 5月 1日 から同年 6月 29日 まで、 Ⅱ区の調査を平成20年 9月 8日 から同年■

月17日 まで実施した。

-4-



滞

劃

ケ′/2X/
々
‐

X=-511∞

ウ<~下
~フ

X=-50900

開発範囲

O        S=2,500       100m

第 4図 春日山古墳群開発範囲・調査範囲図

＜
＝
鑽
髯
Ｒ
）

P｀ 、ゝ14.`

f_>/千夕

/亀否
王
猟
雪

tl:

＜
＝

-5-



春日山古墳群

第 1節 春日山古墳群
1.A区
A区は標高26.Om～ 31.Omの丘陵と南西側緩斜面、南側斜面の一部である。丘陵の南側は北側に比

べると急な斜面である。

伐採終了後、調査前の地形測量をおこなった。その後、土層観察用の畦を墳丘中央で十字に交差す

るように設定し、調査をおこなっていった。表土から地山まで0。 3～0.5m程度で、地山は砂質の淡黄

色土や橙色から橙褐色土に自色、りL色のブロックが混じつた土層で、墓墳内埋土と区別がつきにくく、

遺構検出には苦慮した。古墳は北東側から尾根にそって、調査した順に 1号墳、 2号墳、 3号墳…と

した。

1号 墳 (第 7、 8図 )

尾根の北東端に位置する。東西15.3m、 南北13.9m、 墳頂標高25。 9mを 測る方墳である。墳丘の南

東側は根によって撹乱され、南側は7号墳築造時に削平されたと考えられる。 2号墳西側土層断面に

は旧表土がみられるが、 1号墳土層断面にはみられず、旧表土を残さず地山まで削り出し、西側だけ

に薄 く盛土をして墳丘を築造している。 1号墳は2号墳墳頂から約 2m低 く、 2号墳から5号墳を仰

ざみる場所に立地している。 2号墳との間に区画溝が掘られていた。幅2.5m、 1号墳平坦面からの

深さ0.4mを 測る。土層断面から2号墳との新旧関係はわからなかった。

墳頂平坦面から3基の主体部を検出した。墳頂平坦面に比べて、主体部が占める面積割合が大きい。

3基の主体部は長軸を北東から南西方向にとり、切り合っている。中央の主体部を第 1主体部、第 1

主体部の南東側を第 2主体部、 2号墳側を第 3主体部として調査をおこなった。土層断面から、 3基

のうち中央の主体部が最初に造られ、そのあと両側の主体部が造られたことは確認できたが、両側の

主体部の新旧関係はわからなかった。

第 1主体部 (第 8図)3基 の主体部の中央の主体部である。長辺側壁は第 2、 第 3主体部掘削時に

失われたと思われるが、主体部上層断面、第27層 (淡黄色土)は壁の一部と考えられる。墓媛の規模

は長辺4.lm、 短辺1.6m、 検出面からの深さ0。 8mを 測る。主軸方位はN-37° 一Eである。墓城底には

幅0。 2～ 0.35m、 深さ0.lmの 溝が長楕円形状に掘られ、墓嫉底は緩やかな弧を描 くように窪んでいた。

割抜き木棺を据え、棺台の周囲を掘り窪めたものと考えられる。土層断面から棺の痕跡、第26層 (淡

橙褐色土)を確認した。棺の内法は長辺2.55m、 短辺0。 65m、 土層断面から推定される棺の深さは0.5

m程度と考えられる。墓竣底の高さから、頭位は北東側と推測される。第 1主体部から遺物は出上し

ていない。

第2主体部 (第 8図)第 1主体部の東側に隣接する主体部である。墓城の規模は長辺3.95m、 短辺2.5

m、 検出面からの深さ1.15mを測る。主軸方位はN-31° 一Eで ある。南東側だけが 2段掘 りで、墓城

底まで深いため、墓城を造る際の足場であつた可能性も考えられる。 2段目の掘り込みは長辺3.Om、

短辺0。 95mを沢Iる 。墳底面には長辺2.Om、 短辺0.3～0.5mの 浅い城が掘られ、この城は棺を据える

際に安定させるためものと考えられる。

土層断面から棺の痕跡、第 8層 (浅黄橙色土)が確認でき、割抜き木棺と考えられる。棺の長辺側

-6-
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春日山古墳群

内法わからないが、短辺側は0。 5mである。頭位は墓墳底の高さが南西側に比べて、北東側がやや高 く、

北東側と推定される。第 2層 (橙色土)か ら土師器の細片が出土した。この上器は埋葬後に供献され

た土器と思われるが、器種は不明である。

第3主体部 (第 8図)第 1主体部の西側 (2号墳側)に 隣接する二段掘りの主体部である。墓墳の

規模は上面で、長辺4.6m、 短辺1.6m、 検出面からの深さ1.lmを測る。主軸方位はN-23° 一Eである。

墓城の東側は第 1主体部の壁を掘削して掘り込んでいる。 2段目における墓媛は狭長で、長辺3.62m、

短辺0,6m、 深さ0。 1～ 0。 15mを測る。

上層断面から割抜き木棺の痕跡を検出した。棺の長辺側内法はわからないが、短辺側内法は0。 45m

を測る。長軸は 2段目墓城の辺縁と同じぐらいと考えると、3.5m前後の長い棺が納められていた可

能性も窺われる。埋土から遺物は出上していない。

2号 墳 (第 7、 9図 )

1号墳の西側に位置する。墳丘は、西側と北側は地山を削り出し、南側と東側は旧表土を一部残

し、0,2～ 0。 3mの厚さで盛上をして築造している。墳丘の規模は東西14.Om、 南北13.8m、 墳頂標高

は28。 2mを測る方墳である。

墳丘の東側と西側で区画溝を検出した。 1号墳と3号墳間は浅いU字状の溝によって区画され、 3

号墳側の溝は幅4.7m、 墳丘平坦面からの深さ0.6mを 測る。3号墳側溝の土層断面から、3号墳築造後、

溝がある程度埋った後に2号墳の溝が掘られたと考えられ、2号墳が 3号墳より新しいと推則される。

表土より0。 2m程下げた面で掘り方を検出し、主体部は尾根に直交して造られている。

主体部 (第 9図)主 体部は2段掘 りの墓城で、平面形は長方形を呈し、規模は長辺4.6m、 短辺2.1

m、 検出面からの深さ0。 8mを 測る。主軸方位はN-8° 一Eである。墳丘平坦面の面積に対して、大き

な墓嫉が掘られている。 2段目の墓墳は長辺4.Om、 幅0。 7～ 1.Om、 深さ0.2mを 測る。墓墳底は平坦

で、わずかに北側が高 くなっており北側が頭位であつたと考えられる。

土層断面から棺は箱式木棺と考えられる。推定される棺の規模は、箱式木棺の縁部にあたる第13層

の内側で計測して、長辺3.Om、 短辺0.53mと なる。棺材の痕跡は確認できなかったが、土層断面か

ら棺内がある程度、土で埋るまで棺材が残っていたと推測され、棺身の高さは0.5m程であつたと思

われる。第15層 は暗黄褐色粘質土で墓城底の整地上と考えられる。

2号墳に伴う遺物は出土していない。

3 号 墳 (第 10、 11図 )

2号墳の西側に位置する。土層断面に旧表土はみられず、地山面まで削り出し、墳丘を造るために

南側に盛土をして、墳丘を築造している。墳丘の規模は東西13.5m、 南北11.Om、 墳頂標高29。 2mを

測る。墳丘は築造時には方墳であつたと考えられるが、現状は台形状を呈している。前述したように、

3号墳は2号墳より古いと考えられ、 2号墳の溝を造る際に削平され、現状のような墳形となった可

能性も考えられる。 3号墳間の区画溝は、土層断面から4号墳の溝の埋土を切つて造られており、 4

号墳より3号墳が新しいと推測される。清は幅3.Om、 深さ0。 7mを測り、断面U字状を呈する。

尾根に直交する主体部を 1基検出した。主体部の南西側は倒木痕によって崩壊している。
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春日山古墳群

主体部 (第■図)2段 掘りの墓城である。規模は長辺3.55m、 短辺2.55m、 検出面からの深さ0,7m

を測る。主軸はN-1° ―Wである。墓墳の南側は 2段掘 りであるが、北側は3段になっており、作業

する際の足場であった可能性も考えられる。 2段目 (一部 3段目)の墓壌は長辺2.Om、 短辺1.3m、

深さ0.2mを測る。土層断面から棺の内法は長辺1.35m、 短辺0,8mであったと推測される。墓城底の

レベルは北側がやや高 く、頭位は北側であったと考えられる。主体部から遺物は出土していない。

出土遺物 (第 12図)2号 墳との間の区画溝の埋土 (第■層 橙色～黄橙色土)か ら、土師器の甕片

と鉄製品の茎が出土した。土層断面からこの土層は3号墳に伴う溝の埋土と考えられ、 3号墳の出土

遺物として掲載した。

第12図 の 1は土師器の甕片である。顕部から胴部の破片で、外面はハケロ、内面は工具による縦方

向の削りをしている。 2は鉄剣などの茎と考えられ、目釘穴はみられない。残存長8,Ocm、 最大幅1.1

cm、 最大厚0.6cmを 測る。
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春日山吉墳群

O       S=1:3       10cn

第 12図  2・ 3号墳間溝出土遺物実測図

―
紡

2

S=112

2・ 3号墳間溝出土遺物

土器棺墓 (第 13、 14図 )

3号墳東側墳裾で検出した楕円形状の土坑に土師器甕を納めた土器棺墓である。標高は28.13m、

規模は南北0.5m、 東西0。 44m、 深さ0.25mを測る。 2、 3号墳間 トレンチ掘削時に検出した遺構で、

発見時には土器の一部が壊れていた。甕の回縁を北に向けて倒し、その回縁を小型丸底壺の口縁で蓋

をしていた。墳の大きさからすると、乳幼児 (嬰児)を埋葬したものと考えられる。また、 3号墳の

墳裾から検出されたことから、 3号墳の被葬者に関わりのある者ではなかろうか。

第14図 の 3は単純口縁のいわゆる布留甕で、口径17.8cm、 器高29.Ocm、 胴部最大径26.6cmを 測る。

口縁部が内湾気味に立ち上がり、端部に平坦面をもつ。外面の調整は粗いハケメ、内面は斜め方向の

ケズリが施され、底部付近に指頭圧痕がみられる。第14図-4は小形丸底壺で、口径8.8cm、 器高12.lcm、

胴部最大径12.lcmを測る。外面は風化していて調整は不明であるが、内面にはケズリと指ナデの痕が

みられる。

庫
0

挿図
種類 器種

法   量 (cln) 色調 調整
形態 。文様 備考

番号 口径 頸部径 器高 (残高) 内面 外面 内面 外面

1 上師器 甕 5.5 暗褐色 暗褐色 ヘラケズリ ハケメ

鉄製品 茎 残存長8.0  最大幅1.1  最大厚0.6 茶色
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第 13図 土器棺墓実測図

第 14図 土器棺墓出土遺物実測図

O        SEl13      10cm
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多イ

土器棺墓出土遺物

挿 図
種類 器種

法   量 (cnl) 色調 調 整
形態・文様 備考

番号 口径 顕部径 器高 (残高) 内面 外面 内面 外面

3 土師器 賓 茶褐色 明赤褐色
ヘラケズリ
指頭圧痕 ナデ

ナデ・ハケメ 布留系

4 土師器 小形丸底壺 7.9 12.1 橙褐色 橙褐色
ヘラケズリ
指ナデ ナデ

ナデ、指おさえ
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春日山古墳群

4 号 墳 (第 10、 15図 )

3号墳の南西側、尾根上の屈曲点に位置する。墳丘は南北9.6m、 東西11.8m、 墳頂標高28.8mを

測る方墳で、 3号墳とほぼ同じ高さで並んでいる。旧表土はみられず、墳丘の西側から北側は地山を

削り出し、東側から南側にかけては地山面まで削り、盛土をして墳丘を築造している。

5号墳との間の溝は、土層断面から5号墳の周溝がある程度埋ってから掘られたと推測され、幅1.5

m、 深さ0.5mを測る。墳丘平坦面から2基の主体部を検出した。主体部は長軸を南西から北東側にとっ

て並んでいた。北側の主体部を第 1主体部、南側を第 2主体部として調査をおこなった。土層断面か

ら新旧関係はわからなかったが、第 1主体部が平坦面中央にあるのに対して、第 2主体部はそれより

やや南寄りにあり、第 1主体部の後に第 2主体部が掘られた可能性が考えられる。

第 1主体部 (第 15図)2段 掘 りの墓媛で砂礫床を有する。墓墳は長辺4.25m、 短辺1.85m、 検出面

からの深さは0.55mを測る。主軸方位はE-42° ―Nである。この主体部では土層断面から木棺の痕跡

を検出しており、副室の存在も確認した。墓城底面の長辺側には、幅 5 cm、 深さ4 cmの 浅く幅の狭い

溝が、南西側小口とその小口から0.55m内側には、幅0。 25m、 深さ0,05mの溝が掘られていた。この

溝は棺材を置 くための溝と考えられる。北東側小口には同じ様な溝はみられないが、土層断面から副

室が存在していたと推則される。墓壊内に木棺を組んだ後、中央の仕切りに礫を敷きつめたものと考

えられる。主室と2つの副室ともつ主体部である。砂礫床および土層断面から、主室の内法は長辺1.8

m、 短辺0.47mと なる。主室と副室を合わせて、長辺3.Omと なる。

砂礫床は、淡黄色の地山面に橙色粘質土を敷いて整地し、その上に砂礫を敷いている。砂礫層は 1

～ 3 cmの 扁平な機と砂が半々ぐらいの割合で混じっていた。礫の中から黒曜石の剥片が 1片出土して

いる。この砂礫床に使用されていた礫の総重量は5.26kgで あった。

頭位は、北東側小口に比べ南西側小口が砂礫床の幅も広 く、丁寧な造 りであることから、南西側で

あつたと考えられる。

主体部埋土第 3層 (橙褐色土)か ら黒曜石の剥片が 1片出土している。

第2主体部 (第 15図)2段 掘 りの墓城である。規模は長辺2,97m、 短辺1.15m、 検出面からの深さ

は0.48mを測る。主軸方位はE-23° ―Nである。2段目の墓城の規模は長辺2,Om、 短辺0。 6m、 深さ0。 15

mである。土層断面から棺の痕跡が確認され、棺の内法は長辺2.Om、 短辺0.48mを 測り、箱式木棺

と考えられる。墓嫉底の高さから、頭位は南西側であったと推測される。

第 4層 (灰橙色粘質土)か ら、土師器の細片が出土している。
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暗灰橙色土 (2 cln以下の桃・白色プロックを含む)

橙色粘買土 I(2 cln以 下の桃・橙色プロックを含む)

灰橙色粘買土 (5帥以下の桃・白色プロックを含む、黒つぽ
しヽ土層)

5 橙色粘買土Ⅱ (5師以下の桃・白色ブロックをやや含む)

6 橙色粘買土Ⅲ (第 5層よりやや明るく、ブロックが多い)

7 淡黄褐色粘砂土
8 黄灰色粘買土(2帥以下の桃白色プロックをわずかに含む)

9 淡黄褐色粘質土
10 淡橙色粘砂土 (3 cm以下の桃白色プロックを含む)

11 明橙色粘質土
12 暗橙色粘砂土
13 黄褐色粘砂土
14 黄橙色粘砂土
15 橙褐色粘買土 (混ざりものがなし1)

O      S=1:60      2m

Oι
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香日山吉墳群

5 号 墳 (第 16～ 18図 )

4号墳の南西にあり、墳頂標高は30.4mで本古墳群中最高所に位置する。中海から大根島、遠 くは

境水道まで見渡せる場所に立地している。墳丘の規模は現状で、南北19.8m、 東西13.2mを測り、本

古墳群のなかで最大の方墳である。 5号墳は立地、規模から考えて、本古墳群の盟主墳と考えられる。

墳丘は土層断面から南西側は地山の削り出しの後、0.2m程度粘質土を盛上している。北側から南

側にかけては、旧表土を残して成形し、そのうえに0.1～ 0。 4m程度の盛土をして墳丘を築造している。

4号墳との間は幅3.3m、 5号墳平坦面からの深さ2.5mの溝で区画され、南西側緩斜面との間は、幅

3.6m、 墳丘平坦面からの深さ1.Omの溝によって区画されている。

墳頂平坦面から切 り合う形で 2基の主体部を検出した。 2基の主体部は墳頂平坦面の南西側、緩斜

面寄りから検出された。長軸を北東から南西にとる三段掘りの墓墳を第 1主体部、北西から南東にと

る素掘りの墓墳を第 2主体部とした。土層断面から、第 1主体部の一部を掘り込んで、第 2主体部が

造られたことが確認された。墳頂平坦面の4号墳側にもさらに別の主体部が存在することが考えられ

たが、サブトレンチの上層断面や、墳頂平坦面をさらに掘り下げて精査した結果から、この2基の主

体部以外に遺構は検出されなかった。

第 1主体部 (第 17、 18図)二 段掘りの墓墳で礫敷きの棺台を有する。墓墳の南西側は第 2主体部よつ

て切られている。墓墳は長辺4.3m、 短辺2.7m、 検出面からの深さ0.5mを測る。主軸方位はN-46° ―E

である。土層断面や礫床の検出状況から、墓城の北東側から南側にかけて後世の撹乱を受けていると

考えられた。土層断面から棺の痕跡を検出し、割抜き木棺 (割竹型木棺)と考えられた。

土層観察から埋葬順序は、①二段掘りの墓墳を掘る。②棺身の底の形に合うように、二段目の掘り

込みの内側に土を盛る。③土を盛ったところに礫を敷 く。④棺身を据えて裏込めをする。と推察され

た。 5 cm大の礫が長辺2.5m、 短辺0。 65mの範囲で敷かれていた。土層断面第12層 (明褐色土)は当初、

割抜き木棺の棺身の痕跡と考えられたが、棺身ではなく棺蓋の痕跡と考えられた。また、第18層 (淡

黄褐色土)、 第19層 (に ぶい淡褐色土)は棺身の小口板がないために棺内に流れ込んだ土層と推察さ

れた註う
。土層断面と礫床から棺の内法は長辺2.5m以上、短辺0.5mと なる。墓墳底の高さから、北

東側が頭位と考えられる。

出土した礫の総重量は24.16kgで あった。

出上遺物 (第 19図)墓 城底の北東側から刀子 (5)が出上した。残存長6.5cm、 最大幅1.4cmを測り、

刃先を欠いている。茎は棟関がなく刀関だけで、本質が残つていた。

第 2主体部 (第 17図)素 掘 りの墓墳で長辺2.97m、 短辺1.15m、 検出面からの深さ0.33mを 測る。

主軸はN-41° 一Wである。墓城の北東側壁面は第 1主体部の埋上で軟弱であつたためか、第 6層 (暗

褐色粘質土)を貼り付けて、補強している。土層断面から棺の痕跡は確認できなかった。墓城底の高

さから、北西側が頭位であつたと考えられる。

出土遺物 埋土中から黒曜石の剥片が 2点出上している。

周辺の出土遺物 (第20図)第 20図 -6は東側溝埋土第19層 (に ぶい橙色土)か ら出上した土師器の

甕の口縁である。 7～ 10は南西側溝の第27層 (淡灰黄褐色土)か ら出土した遺物である。 7と 8は土
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0       併 1:40       2m

そ殿鳥美爵晶鬼蚤ク常蚕雫線釜世歩ロックをやや含帆わすかに炭が混明
14・ 明黄色土 (ean以下の浚黄色ブロツクを含む)

15.淡褐色粘質土

1身 号ES三棚 (`3聖瞥彊呈F雰岳翫早苫集原擦,怠醗婆色ブロツ
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22.にぶしl褐色土

第 2主体部実測図

8.
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10.

11.

第 2主体部
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ヽ
一  鬱

5

O     S=1:2    5 cm

19図  5号墳第 1主体部

出土遺物実測図
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春日山吉墳群

師器の甕、 9は土師器の郭の底部で、回転糸切り痕がみられる。10は須恵器の短頸壺で、底部は回転

糸切りである。11は耳環、北西側斜面の第 8層 (黄橙色粘質土)か ら出土した。 5号墳は墓媛の大き

さや埋葬施設から古墳時代前期と考えられる。これらの出土遺物は古墳時代後期から奈良、平安時代

のものと考えられ、 5号墳に伴うものとは考えにくい。

′′              6

＼
k  ―

´

《戴≫―聰壁》一
O    S=112

第20図  5号墳周辺出土遺物実測図

5号墳第1主体部および周辺出土遺物

⑫
11

5 cm O       S=1:3      10Cm

挿図
種類 器種

法   量 (cm) 色調 調 整
形態・文様 備考

番号 口径 底径・顕部径 器高 (残高) 内面 外面 内面 外面

鉄製品 刀子 最大幅1.2  最大厚0。 3  残存長6.5 茶色
≧部に木質
が残る

土師器 口縁 橙褐色 赤褐色 ナ デ ナ デ

7 土師器 寮 21.1(頸 部径) 6.5 茶褐色 褐色
ハケメ

ヘラケズリ
ハケメ

土師器 甕 21.5(顕 部径) 5,3 茶褐色 茶褐色 ヘラケズリ ナ デ

土師器 底部 1.1 茶褐色 茶褐色 回転ナデ ナデ
回転糸切り
痕

回転糸切り
痕

須恵器 短顕壼 9.0(底 径) 黒灰色 黒灰色 回転ナデ 回転 ナ デ
底部 。回転
糸切り痕

底部・回転
糸切り痕

耳環 内径1,7   外径2.9   厚さ0.7
緑錆付着、鍍金が僅か
に残る
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春日山吉墳群

6号 墳 (第21図 )

5号墳の南側墳裾で検出した古墳である。残存する周溝が直線的であることから、方墳であろう。

5号墳南側の墳丘や溝を掘削して造られ、 5号墳より後に築造されたと考えられる。墳丘の周囲には

幅0.5～ 0.6mの 周溝がわずかに確認できた。溝の底と墳丘は高さ0.05m程しか変わらず、おそらく斜

面であったため、墳丘は流失したと推測される。現状で墳丘標高は約28.Omを測る。墳丘の規模は現

状で南北8.6m、 東西2.3m、 主軸方位はN-33° ―Eである。

主体部は長辺側だけを2段掘りにした墓嫉である。現状で長辺2.76m、 短辺1.05m、 検出面からの

深さ0.5mを 測る。土層断面から棺の痕跡を確認し、割抜き木棺 (割竹型木棺)が据えられていたと

考えられる。 2段目の掘り込みは長辺2.45m、 短辺0。 45mで、この大きさと同じぐらいの木棺であつ

たと推測される。頭位は墓墳底の高さや 2段目の掘り込みの幅が広いことから、北東側であると推定

される。主体部及び周辺から遺物は出土していない。

7 号 墳 (第22図 )

1号墳の南西側に位置し、 1号墳南西側周溝を掘削して造られた古墳である。墳丘の規模は現状で

南北4.Om、 東西7。 3m、 墳頂標高24.6mを測る。墳丘の周囲には幅0.3～ 0。 5mの溝が掘られていた。

周溝は弧を描いており、この古墳群中唯―の円墳と考えられる。墳丘と溝との高低差は0。 2m程で、

斜面であつたために墳丘が流失した可能性も考えられる。

主体部は素掘 りの墓墳で、長辺1,73m、 短辺0。 7m、 検出面からの深さ0。 38mを測り、主軸方位は

E-15° ―Sである。土層断面から棺の痕跡は確認できなかった。遺物は出上していない。

SX01(第 23、 24図 )

7号墳南西側周溝に掘られた深さ0。 2mの上墳墓である。現状で南北0.56m、 東西0,72m、 検出面

標高24.45mを測る。墓墳内からは刀子、須恵器の邦蓋 3個、土師器の長頸壺が出上した。邦蓋や長

顕壺は墓城の北端から出土し、 3個の郭蓋は斜めに傾いた状態であった。イ蓋の出土状況から、墓城

内に置かれた枕の可能性も考えられた。刀子は検出面直上から出土している。他に土師器と思われる

土器が出土したが、細片で風化が著しく、復元はできなかった。

第24図 の12～ 14は 口径■.8～ 12,4cm、 器高4.3～ 4.7cmを測る蓋邦である。国縁端部付近に沈線を入

れて、段状にし、天丼部に丁寧なヘラ削りを施している。軽輯の回転方向は左である。15は土師器の

長顕壺で、口縁端部をわずかに欠いている。口径8.2cm、 器高17。 lcmを 測る。外面は風化していて調

整は不明だが、内面には指で押さえた痕がみられる。16は刀子である。全長8。 6cm、 刀身長4。 2cm、 茎

長4.4cmを測る。刃関と棟関が付いている。

SX01は 出土遺物や出土状況から古墳時代中期 (5世紀中頃)の上墳墓と類推される。ただ、 7号墳

から遺物が出上していないため明確なことは言えないが、7号墳に伴う埋納土坑の可能性も窺われる。

SK01(第 25、 26図 )

6号墳の南西側で検出した土坑である。土坑の南東側はパイロット道路によって削平されている。

現状で南北0.73m、 東西0。 27m、 検出面からの深さ0。 14mを測る。検出面標高は27.65mで ある。土

坑内から土師器片が出上した。第26図の17は甕か壺の胴部と思われ、接合できなかった破片の一部
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第21図  6号墳実測図
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25.00m D′

諮藉雹皇☆琶魯Tせ石8恩RFロ
ツクをやや含む、しまつた土)

蓬雹皇☆ざ∴駅雫吾留g,旨写夢を魯急Pヽ

しまった土)

25,00m B′

25.00mE′

1 暗黄褐色土
2 にぶい橙色土

二 話醤橘巷坐ヨ象普駅でF地岳与言9ちを含まない)

5 橙色～にぶい橙色土 (地山プロックをやや含む)

6 第 3層より黄色味の強い黄橙色土 (地 山ブロックをやや含む)

7 黄色味の強い橙色土 (5 Mn程度の自色地山ブロックの細粒を含む)

O      S=1160 2m

Cば

7号墳実測図第22図
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第23図 SX01実測図

O        Sil:3        10cm

第24図 SX01出 土遺物実測図

＞
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O    S=1120   50cm

O     S=112    5 cm

春日山古墳群

生IT,

SX01出土遺物

挿図
種類 器種

法   量 (cm) 色調 調整
形態 。文様 備考

番号 口径 頸部径 器高 (残高) 内面 外面 内面 外面

須恵器 邦蓋 12.4 暗灰色 暗青灰色
回転ナデ
静止ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

肩部に突帯
口縁端部段状

轍櫨回転方向
左

須恵器 邦蓋 黄灰色 責灰色
いア
デ

ナ
ナ

転
止

回
静

回転ヘラケズリ
回転ナデ

肩部に突帯
回縁端部段状

魏櫨回転方向
左

14 須恵器 イ蓋 暗青灰色 暗灰色
いア
デ

ナ
ナ

転
止

回
静

回転ヘラケズリ
回転ナデ

肩部に突帯
口縁端部段状

輯罐回転方向
左

土師器 長顕壷 8.2 茶褐色 茶褐色 ナ デ
口縁、ナデ
胴部、指頭圧痕

鉄製品 刀 子 全長8.6 茎長4.4 刀身長4.2 元幅1.3 黄褐色 両関
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に羽状文がみられた。明確なことはいえないが、

出土遺物から古墳時代前期の上坑と考えられる。

SX02(土 境 墓)(第27図 )

5号墳の南西側緩斜面の南側で検出した土城

墓である。規模は長辺2.65m、 短辺1.05m、 検

出面からの深さ0.86mを 測 る。検出面標高は

28.7m、 主軸方位はN-25° ―Wで ある。墓城の

長辺側と南東側小口は 2段掘 りで、南東側小口

に幅0.2m、 長さ0.5m、 深さ0.08mの 溝が掘ら

れていた。 2段目の掘 り込みは長辺2.35m、 短

辺0.67m、 深さ0.2mを測る。土層断面から棺

の痕跡は確認できなかったが、箱式木棺が据え

られていたと推測される。墓墳底の高さから、

北西側が頭位と考えられる。遺物は出上してい

ない。

SK02(第 28図 )

SX02の東側で検出した焼土坑である。検出

面標高28.65m、 規模は南北0.53m、 東西0.26

～0.86m、 検出面からの深さ0.08mを 測る。底

面は根による撹乱をうけており、凸凹していた。

黒 く焼けて硬 くなった部分はあまりなく、赤

く焼けた部分のほうが多 くみられ、短期間の使

用であつたと推測される。遺物は出土していな

い。

SK03(第 29図 )

緩斜面から南西側に下つた斜面で検出した焼

土坑である。土坑は地山面に掘られていた。検

出面標高26,3m、 規模は南北1.Om、 東西0。 8m、

検出面からの深さ0.2mを測る。赤く焼け、硬 く

焼きしまった面が 2面あり、土層断面から土坑

を掘って一度使用し、そのうえに小礫を多く含

＼
B――_

B―一一

~~F‐
―

＼ヤ ″
/

―

‐
― _火 ＼

一
″́″

   く

にぶい赤褐色土 (わずかに灰色土を
含む)

灰赤褐色土
明赤褐色粘質土
赤褐色土 (赤・黄・白色のブロック
を多く含む)

10cm

τ

O    S=1:20    50cm

第25図 SK01実測図

一壽一一一器一為一
S=113

第26図 SK01出土遺物実測図

―
―

―

―

＜

SK01出 土遺物

挿図
種類 器種

法   量 (cnl) 色 調 調整
形態 。文様 備考

番号 口径 底径・頃部径 器高 (残高) 内面 外面 内面 外面

土師器 胴部片 明黄褐色 明黄褐色 ヘラケズ リ ハケメ
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む黄褐色土を入れて、再度使用したと思

われる。

遺物は出土していない。

SK04(第 30図)

2号墳の南側斜面で検出した炭溜りで

ある。南側斜面の旧表土下の堆積土 (第

40層・橙色粘質土)上面で検出した遺構

で、 2号墳より新しいと考えられる。現

状で南ゴヒ1.05m、 東西0.84m、 深さ0.1

mを測る浅い土坑である。検出面には炭

が多 くみられたが、土坑内は焼けておら

ず、炭だけを廃棄した土坑と―考えられる。

周辺から火を焚いたような跡は発見され

なかった。遺物は出土していない。

＜ヽ

Ｅ‐
３‐

．Ｒ

７
オ

春日山古墳群
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SK05(第 31、 32図 )

丘陵の南側斜面で トレンチ掘削をした際に検出した集石遺構である。表上を取 り除 くとす ぐに石が

出土した。斜面のやや小高 くなっているところに石が置かれ、その周辺にも石が散乱しているような

状況であつた。石は 4 cm～ 38cmと 大小様々な淡灰色の角礫で、全部で108個を数える。土層観察から、

斜面を地山面まで掘削し、そこに第 6層 (淡黄褐色土)や第 7層 (黄色土)を盛土して坑を掘っている。

そして、何かを埋め、その上に石を置いたと推測される。坑の規模は南北1.75m、 東西1.4m、 深さ0.35

mを測る。

石と石の間から、中世の上師質土器の鉢と鉄製品が出土した。第32図 の18は 口径35。 4cm、 底径9.6cm、

推定器高17.4cmを測る。内外面共ナデ、底部に近い外面にはヘラケズリを施している。底部に回転糸

切 り痕がみられる。19の鉄製品は中に穴が開いたものであるが、器種は不明である。出土遺物から中

世以降の遺構と推定される。

<

>

ＣＥ
Ｏ
い
．め
Ｎ

Юｐ鵬
隕
喝
＞

1 表土
2 灰黄色土 (炭がやや混じる)

3 暗黄褐色土 (わずかに炭を含む)

4 黄褐色土 (白 色ブロックをやや含む)

5 明黄褐色土 (白 色ブロックを多く含む)

6 淡責褐色土 (白 色ブロックを多く含む)

7 黄色土 (かたくしまつた■)

O            S=1:40 2m

第31図  SK05実測図
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SK05出 上遺物

挿 図
種類 維

法   量 (clll) 色調 調整
形態 。文様 備考

番号 口径 底径 器高 (残爾 内面 外面 内面 外面

土師質土器 鉢 35.4 9.6 17.4(推 定) 淡灰色 淡灰色
回転ナデ
静止ナデ

回転ナデ
ヘラケズリ

底部(回転
糸切り痕

鉄製品 不 明 全長、4.5× 5,3・ 最大厚、1,7 黄橙色

O       S=113       10cm O    S=1:2    5 cm

第32図 SK05出土遺物実測図
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2.B 区 (第38～ 37図 )

B区は尾根の南西側斜面に位置し、斜面に向かって 2段の段状を呈する。遺構の有無を確認するた

め、 トレンチ調査をおこなつた結果、谷側の加工段からピットや溝を検出し、本調査をおこなうこと

となった。

調査の結果、谷側の加工段から2棟の掘立柱建物跡を検出した。加工段中央の南西側で検出した掘

立柱建物跡をSB01、 SB01の北東側の掘立柱建物跡をSB02と して調査をおこなつた。

調査区は、表土から地山面まで0.3m程である。調査区全面にみられる第 2層 (明橙褐色土)は、

地山ブロックを多 く含む、混ざりもののない土層で、地すべりの際の崩落土と思われる。第 3層 (暗

橙色粘質土)は炭をやや含む土層でSB02の堆積上である。第 6層 (明褐色土)は SB01の溝の堆積土

で、この清は第 7層 (赤褐色粘質土)上面から掘りこまれ、第 7層はSB01の基盤土層と考えられる。

山側の加工段は、南北3.Om、 東西■.Om、 標高19.3mを測る。この加工段から遺構は検出されな

かった。東側の地山面よりやや浮いたところから黒曜石の剥片と土師質土器 (第37図 -25)の 皿が出

上している。この上師質土器 (25)は 口径■,Ocm、 器高1,8cmを測る。体部は内湾しながら立ち上がり、

口縁部付近で外反し口唇部に至っている。外面に稜をもち、底部内面に指頭圧痕がみられる。近世の

ものと考えられる。

この2棟の掘立柱建物跡は当初、 9本の総柱建物跡と思われた。しかし、ビット内の埋上の違いや

SB01の ビット底面のレベルが17.35m前後であるのに対して、SB02の ピット底面レベルは17.6m前後

と0。 25mの差がみられたことなどから考えて、 2棟の建物跡とした。

SB01(掘立柱建物跡)(第 35、 37図 )

現状で桁行 2間 (3.3m)、 梁行 1間 (1.65m)の建物跡である。建物のまわりには高さ5cmの 「コ」

の字状の段がわずかにみられた。その内側に深さ5cm程の溝が一部確認された。床面標高は17.9mを

測り、南西側にやや傾斜している。建物跡の南西側は斜面で、床面が流失した可能性も考えられ、現

状以上の建物跡であつたとも推察される。柱穴の規模は上端径0.5～ 0,65m、 深さはPlだけが0.2mと

浅 く、他は0.5～0.6mを 測る。床面の西隅から炭が出上したが、周辺から焼けたような所はみられな

かった。

第37図 の20は、P2、 P3間 の床面から出土した鉄製品である。器種は不明である。

SB02(掘立柱建物跡)(第 36、 37図 )

SB01の北東側に隣接する。山側の平坦面から谷側の平坦面に下る斜面を加工して壁を造つている。

この壁体は東側では明瞭に確認されるが、西側ではわからなくなり、後世の土砂の流失により消滅し

た可能性も考えられる。東側から北側の壁際で幅15cm、 深さ5 cmの 雨落ち溝を検出した。柱穴は 7穴

確認したが、北側 3穴 (P10～ 12)と 南側 8穴 (P7～ 9)では大きさも柱穴間も違い、どのような建

物が建つていたか想定できない。北側 3穴は上端径0.5～ 0.75m、 深さ0。 4～ 0.5m、 柱穴間1.5～ 1,7m、

南側 3穴は上端径0。 25～ 0。 35m、 深さ0。 4m、 柱穴間2。 15～ 2.85mを測る。北東側床面から焼土と炭、

石が出上した。石には火をうけたところがみられた。

北壁側の床面から土師質土器の皿 (第37図 21～ 23)が、Pllか ら鉄製品 (20が出上した。21、 22
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γプ

プ

ユ詭

γプ

ぽ

1 表土 (黒福色土)

2 明橙褐色土 (地山プロックを多く含む)

3 暗橙色粘質土 (やや炭が混じる)

4 淡赤褐色土 (炭・焼上を含む)

5 黄褐色土
6 明褐色土 (やや炭が混じる)

7 赤褐色粘質土

第33図  B区調査成果図

第34図  B区土層断面図

O      S=11150      5m
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は回転糸切りの底部、28は 口径9。 4cm、 器高1.7cm、 を測る。底部から口縁にかけて緩やかに外反して

立ち上がり、外面に稜をもつものである。24は 「く」字状に屈曲した鉄製品であるが、器種は不明で

ある。出土した土師質土器の皿から近世の建物跡と推測される。

SB01、 02の 出土遺物は鉄製品以外土師質土器だけで生活道具はなく、生活のにおいのしない建物

跡であり、祭祀的な建物であつた可能性も窺われる。

調査区周辺から、底部回転糸切りの須恵器 (26)と 肥前系磁器の碗 (27)が出土した。

O     S=1:2    5 cm

第37図

―
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羽 22
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B区出土遺物実測図

O        S=1:3       10om

＼
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B区出土遺物

挿 図
種類 器種

法   量 (cHl) 色調 調整
形態 。文様 備考

番号 口径 底径 器高 (残働 内面 外面 内面 外面

鉄製品 不 明 残存長、4.4・ 最大幅、0.8・ 最大厚0.9 茶色

土師質土器 皿 橙褐色 灰橙色 ナデ ナ デ
底部、回転
糸切り痕

土師質土器 皿 1.5 橙色 淡橙色 ナ デ ナデ
』
痕

部
切

底
糸

土師質土器 皿 9,4 淡橙色 橙褐色 ナ デ ナ デ

鉄製品 不明 全長5。 2× 4.4 最大厚、1.1 茶色

土師質土器 皿 4.7 1.8 明橙色 明橙色 指おさえ・ナデ ナ デ

須恵器 妬・底部 1.5 灰茶色 黒灰色
いア
いア

ナ
ナ

止
転

静
回 回転ナデ 回転糸切り痕

磁器 碗 白色 染付け 肥前系磁器
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3.C 区 (第38～ 41図 )

古墳群が営まれる尾根の中央から南西に下つた斜面に位置する。調査区は標高16.Om～ 18.5mを測

る2段の平坦面である。遺構の有無を確認するために、 トレンチ掘りをおこなった結果、遺物包含層

と平坦面を確認したため、本調査をおこなった。

土層堆積状況 (第40図 )

堆積土層中には、地山ブロックが多 く含まれていた。特に第 3層 (黄橙色土)、 第 4層 (橙色土)

は地山ブロックを多 く含む、軟らかい土層である。第 7、 8、 9層上面は平坦であり、土層中に炭を

含んでいることから遺構の存在が窺われた。土層ごとに精査を行つた結果、遺構は確認できなかった。

第 3層から土師器片、第 6層 (に ぶい黄褐色土)か ら土師器片、須恵器片が出土している。

C区は、尾根から谷に下る急斜面から緩斜面に移行するところに位置し、本古墳群周辺が地すべり

地域であることや土層堆積状況から考えて、本調査区の土層は地すべりによる自然堆積土層で、出土

した遺物は尾根からの流れ込みによるものと考えられた。

出 土 遺 物 (第41図 )

第41図 の28は 第 3層から、29、 30は 第 5層から出土した土師器である。28は 布留系甕の口縁部、

29、 80は 二重回縁の甕である。31、 32は須恵器である。31は郭身の小片で、口縁端部を欠 くが、立ち

上がりの低いものである。32は壺の肩部から胴部で、肩からやや下がつたところに 1条の沈線がみら

れる。

これらの遺物は、土師器が古墳時代前期、須恵器が古墳時代後期のものである。

へ

沌

証 乾 ♂ 札 枇
輝 S-4450輸

第38図  C区調査後測量図
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第39図  C区調査後地形測量図

第40図  C区土層断面図
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S=1:3 10cm

'32

C区出土遺物

挿図
種類 器種

法   量 (cml 色調 調整
形態・文様 備考

番号 口径 底径・頸部径 器高 (残高) 内面 外面 内面 外面

土師器 甕
色
色

褐
灰

黄
暗 黄褐色

ナデ・ハケ
メ

ナ デ 布留系

土師器 甕 橙褐色 淡橙色 ナデ ナデ

土師器 甕
黄褐色
淡黒色

淡橙色 ナデ ナ デ

須恵器 郷身 灰 色 淡灰色 回転ナデ 回転ナデ

須恵器 壷・胴部 灰色 黒灰色 回転ナデ
回転ナデ

ヘラケズリ
1条の沈線
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4.まとめ

今回の調査では7基の古墳と土器棺墓、土坑5個、土墳墓2基、掘立柱建物跡などを検出した。

<墳丘について>

7基の古墳は、中海を眼下に大根島から境水道まで見渡せる標高26～ 30.4mの丘陵に造られた古墳

で、方形墳を主体とする。例外として 7号墳は円墳の可能性がある。尾根上から長径12～ 20mの方墳

を5基、 1号墳と5号墳の墳裾から10m以下の古墳を2基検出した。尾根と尾根の間に溝を掘って区

画し、高さの足りないところには盛土をして墳丘を築造していた。 2、 5号墳の上層断面には旧表土

がみられ、その上に盛上をして墳丘を築造したことが確認された。尾根上の 2、 3、 4号墳墳丘平坦

面の標高差はあまりないのだが、 1と 2号墳、 4と 5号墳の標高差は2m弱あり、意図的に高低差を

つけ、階層差を誇示した可能性も考えられる。

<新旧関係 >

区画溝の切り合いや遺構の検出状況から、 5号墳が最初に築造され、その後、 4号墳、 3号墳と尾

根の北東側 (尾根の低い方)に造られていったと考えられる。 5号墳は本古墳群の中で最高所にあり、

墳丘も一番大きく盟主墳であつたと考えられる。 6号墳は5号墳の後に築造されたと考えられるが、

1～ 4号墳との新旧関係は不明である。 7号墳は 1号墳の後に造られ、SX01は 出土遺物から古墳群

周辺の遺構の中で一番新しいと考えられる。

<主体部>

春日山古墳群の主体部は割抜き木棺、箱式木棺、礫床を伴う箱式木棺と、古墳の数が少ない割には

バラエテイーに富んでいる。 5号墳の第 2主体部と7号墳以外は二段掘りの墓媛である。 1号墳は東

西10m、 南北7mの墳丘平坦面に、 3基の主体部の長軸を南北にとり造られていた。これらは4mな

いし、それ以上の長大な二段掘 りの主体部であった。このようにひとつの平坦面に3基以上の主体部

をもつものは、奥才古墳群の61号墳や社日1号墳他にも見られるが、長大な主体部が3基切りあつた

状態で並んでいるものは、あまり類例がないように思われる。また、 1号墳第 1主体部のように、棺

台の周囲に長楕円形状の溝を掘り、割抜き木棺を据えたものもみられた。

4号墳の第 1主体部は小口板 3枚 と側板 2枚で主室と2つ の副室を造 り、主室に砂礫を敷いてい

た。棺内法は長辺側で 3mに なる。このよ

うに主室と副室をもち、棺内長が 3mを超

え、礫床を伴 うものはいわゆる「奥才型」

と呼ばれる主体部である。奥才古墳群にお

いては、3基の主体部で検出されているが、

本古墳群では、 1基のみである。埋葬方法

のひとつであるが、本古墳群においては 1

基のみで、被葬者の階層差を意識して意図

的に造られた可能性もあるのではなかろう

か。「奥才型木棺」が中海北岸で確認され

奥才古墳群
11号墳

12号墳第 1主体部  春日山古墳群
33号墳     4号 墳第 1主体部

斐伊中山2号墳Ⅲ主体
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たのは初めてである。「奥才型木棺」は古墳時代前期から中期にかけて、島根半島、九州北部、丹後、

但馬と日本海沿岸の限られた場所にしか造られていない。2006年 に行われた島根県出雲市の間谷東古

墳の調査では、この「奥才型木棺」が検出され、出雲平野西部においても同様の埋葬方法が行われて

いたことが確認され、島根半島にのみ分布する訳ではないことが明らかになつた。

5号墳は、礫敷きの割抜き木棺である。本古墳群の中では主体部の造 りも丁寧で、後世の撹乱を受

けていなければ、立派な主体部であったと思われる。

6号墳は墳裾に造られた古墳である。 1～ 4号墳と同様に盟主墳の従属墳と考えられるが、墳裾に

造られており、同じ従属墳の中にも格差があったことが窺われる。

<土器棺墓 >

3号墳墳丘の東側斜面から、土器棺墓が検出された。この土器棺は小児 (嬰児)を埋葬したものと推

測される。このような古墳に埋葬された子供は、特別な子供、地位のある子供であったと思われる。出

土した甕は近畿系譜の土器で、こうした土器で小児埋葬がおこなわれる例がしばしばあり、注目される。

<出土遺物 >

本古墳群から出土した土器は少ない。特に主体部から出土した土器は少ない上に細片で実測できなかっ

た。 5号墳から出土した刀子は刃関をもつもので、古墳時代前半期のものと思われる。SX01か ら出土し

た土器は郭蓋 8個 と長頸壺で、古墳時代中期 (5世紀中頃)の ものと思われる。

主体部以外からは土師器の甕や底部回転糸切 り痕の短顕壺、耳環など奈良、平安時代までの遺物が

出土している。

春日山古墳群の時期は主体部の状況や出土遺物、また奥才古墳群の主体部の変遷と照らし合わせて

みると、古墳時代前期後葉から中期と考えられる。

「奥才型木棺」は当時の海上交通に沿つて存在すると指摘されている。したがって、 4号墳第 1主

体部に埋葬された被葬者も、日本海から中海の海上交通の一端を担つていた者の可能性も考えられる。

また、 5号墳の被葬者も同様に、海上交通を担 う有力者であったと推測される。

春日山古墳群から直線距離にして4.6k14の 中海沿岸には、三角縁神獣鏡が出上した八日山 1号墳が

ある。被葬者は何らかの形で畿内の政権と関わりをもっていたと考えられ、日本海から中海の海上交

通を掌握していたと推測される。本古墳群の盟主墳の被葬者も、八日山 1号墳の被葬者に準ずる有力

な階層なのかもしれない。

今回の調査においては中世や近世の遺構もみつかつている。近世の掘立柱建物跡からは壺や甕など

の生活道具はみつかつておらず、土師質土器や鉄製品のみであることから、祭祀的な建物跡の可能性

も考えられる。

また、出土遺物をみても古墳時代前期から後期、そして近世まで数は少ないが様々な時期の遺物が

出土している。この丘陵は時代が変わっても、何らかのかたちで人々が携わっていたところなのかも

しれない。そして、その人たちは同時期の遺物が出上している夫手遺跡や寺ノ脇遺跡周辺に生活して

いた可能性も考えられる。
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中海北岸には多 くの古墳が存在している。今回の調査で、そのなかのひとつの古墳群について、主

体部の状況や時期を明確にすることが出来たことは、ひとつの成果である。

註

1)島根大学教授 渡辺貞幸氏の御教示による
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春日山吉墳群一覧表

名称

墳丘 埋葬施設

墳形 規模 (m) 墳頂標高 構造 主軸 規模 (m) 検出面からの
深さ (m)

出主遺物 備考

1号墳 方 15。 3× 13.9 25,9

第 1主体部 割抜き木棺 N-3r― E 4.1× 1.6

第2主体部 割抜き木棺 N-31° 一E 3.95× 2.5 土師器片

第3主体部 割抜き木棺 N-23° ―E 4.6× 1.6 1.1

2号墳 方 14.0× 13.8 28.2 箱式木棺 N-8° 一E 4.6× 2.1

3号墳 13.5× 11.0 29.2 箱式木棺 N-1▽ ―ヽV 3.55× 2.55 0.7

4号墳 方 11.8× 9.6 28.8

第 1主体部 衛式木棺 (礫床) E-42° 一N 4.25× 1.85 0.55 黒曜石
礫床部分
1.8× 0.47

第 2主体部 箱式本棺 E-23° 一N 3.5× 1.55 0.48 土師器片

5号墳 方 19.8× 13.2 30.4

第 1主体部 割抜き木棺 (礫床) N-4ば ―E 4.3× 2,7 刀子
礫床部分
2.1× 0,65

第 2主体部 墓壊 N-41° ―WV 2.97× 1.15 0.33 黒曜石

6号墳 4.0× 7.3 24.6 墓損 E-15° 一S 1.73× 0.7 0.38

7号墳 8.6× 4.0 27.9 割抜き木棺 N-33° 一E 2.7× 1,0 0.52

SX01 不 明 0.“×0,72(残 ) 0.2
郷蓋.長顕壺・

刀子

SX02 箱式木棺 N-25° 一ヽV 2.65× 1.05 0.86
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第 2節 寺ノ脇遺跡
1.調査の概要

寺ノ脇遺跡 I区は87ど、 Ⅱ区78どの調査をおこなった。

寺ノ脇 I区の調査は、最初に埋め戻されていた試掘 トレンチを再掘削し、土層、遺構面の確認をお

こなった。その後、サブトレンチを掘り、土層を確認しながら、全体を掘り下げていつた。その結果、

遺構面 2面を確認し、縄文から現代の遺物が多く出上した。試掘 トレンチの結果もふまえて、表土か

ら0,4m掘 り下げた面 (第 7層 暗茶褐色砂質土上面)を第 1遺構面、また、その面から0.1～ 0。 2m

掘り下げた面を第 2遺構面 (第■層 暗褐色砂質土上面)と して調査をおこなった。

第 1遺構面から、ビットや土坑を検出したが、覆土から、土師器や須恵器に混じつて、陶磁器や瓦、

飲料水のビンが出土した。また、基盤層 (第 7層)か らも近 。現代の遺物が出上した。第 2遺構面か

らもピットや土坑を検出し、ビット内や覆土から、縄文土器や弥生土器、土師器や須恵器の他に土師

質土器や陶磁器が出上したため、近世以降の遺構であると考えられた。

Ⅱ区は I区の調査結果から、表土から0.4mは重機で掘削し、その後、土層確認の為のサブトレン

チを掘り、全体を掘り下げていつた。 Ⅱ区において、 I区の第 1遺構面と同じ面からコンクリートの

溜め枡が検出され、付近の人の話によると、明治から昭和30年代頃までは家や牛小屋などが建ってい

たらしい。遺構内にある溜め枡は、第 1遺構面と同じ面であるため、第 1遺構面も近世以降の面と考

えられた。そのため第 1遺構面については遺物の取 り上げだけを行い、掘 り下げていくことにした。

第 1遺構面の下には第 2遺構面、第 3遺構面 (第21層 黄灰色砂礫層、第22層 淡黄褐色砂質土上面)

があり、第 3遺構面はⅡ区のみで確認した。

第 1遺構面は近代から現代の遺構と考えられた為、第 2遺構面と第 3遺構面について記述する。

2.上 層堆積状況・ 遺物 出土状況 (第44図 )

表土から0。 4～ 0。 5mは耕作土や盛土 (造成土)で、近代から現代の遺物を含んでいた。表土面は、

標高2.9mを測る。表土から1.7～ 1.8m下 (標高1.0～ 1.2m)イこ|ま買岩の岩盤があり、北から南 (中海側)

に向かつて緩やかに傾斜していた。これは浸食された中海の湖岸と考えられ、第21～ 24層は汀線が下

がったことによって堆積した海浜礫と考えられた註1)。
主な堆積土層と出土遺物について記述する。

・第 1～ 6層 (表土～暗褐色土)

表土から0。 5～0.6mの 耕作土を含む土層である。弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、ガラ

ス、ビンが出土した。

。第 7層 (暗茶褐色砂質土)

第 1遺構面の基盤層である。

近 くの山の上 (明黄色土)と褐色上が混ざり合つた土層である。山を削つた際に盛られた造

成上と思われる註1)。
弥生土器、須恵器、土師器、タイルが出土している。

。第■層 (暗褐色砂質土)

第 2遺構面基盤層である。

暗褐色の硬 くしまった土層で、砂を含んでいる。縄文土器から陶磁器まで幅広い時期の土器

が出上した。土器は二重口縁の壺、甕など古墳時代前期の上師器が多 くみられるが、近世の
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第43図  寺 ノ脇遺跡開発範囲・調査範囲図
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陶磁器も出土していることから、近世以

降の土層と考えられる。黒曜石は全土層

から多 く出土しているが、製品はこの土

層のみで確認された。

。第15層 (暗褐色砂層)

厚さ0。 1～ 0.2mの 砂層であるが、出土遺

物の量は本調査区のなかで一番多い。縄

文土器から近世まで幅広い時期の遺物

が出土し、第11層 と同様に古墳時代前期

の上師器が多 く出上した。これらの遺物

は破片が多 く、風化が著しいものもあっ

たが、一個体になるものもあり、周辺に

古墳時代前期の遺構の存在を窺わせた。

・第18層 (オ リーブ色砂層)

IoⅡ 区間畦付近から I区にかけて堆積

した土層である。縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器が出土した。

・第19層 (黄褐色砂礫層)

調査区北側の堆積土層で、 5 cm大の扁平

な礫を多 く含んでいた。土師器、須恵器

が出土している。

・第21層 (黄灰色砂礫層)

第 3遺構面基盤層

5 Gl■以下の扁平な礫を多 く含む土層で、

第 3遺構面の基盤層である。土師器、弥

生土器は少な く、縄文土器の方が多い。

出土 した縄文土器は後期から晩期のも

のと考えられる。

・第22層 (淡黄褐色砂質土)

第 3遺構面の基盤層

第21層 より小 さめの礫を含む砂質上で

ある。土師器、須恵器、縄文土器の細片

が出上した。

・第24層 (青灰色砂礫層)

岩盤直上の 1～ 8 cm大の礫を多 く含む

土層である。縄文時代後期から晩期の上

器が出上している。
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3.第 2道構面 傷 45図 )

第■層 (暗褐色砂質土)上面で検出した遺構である。表土から0.5m下、検出面標高2.0～ 2.4mを

測り、北から南に向かつて緩やかに傾斜している。多数のビットと土坑 4基、杭を■本検出した。ピッ

トの上端径は0。 2～ 0。 7m、 深さ0。 1～ 0。 6mと大きさも深さも様々であつた。ピット内からは縄文から

近世までの遺物が幅広 く出土し、また、 I区の西側のピットからは近世の瓦が多 く出土した。埋土や

出土遺物、柱穴間などから建物跡を想定してみたが難しく、柱列をA― A´ で確認するのみであつた。

との柱列の柱穴は上端径0.24～ 0。 型m、 深さ0.16～ 0.37m、 柱穴間は1.3mを測る。ビット内からは

弥生土器や土師器、須恵器の破片が出上した。

SK01は長径0.78m、 深さ0。 44mを測る円形の土坑で、志野焼や肥前系陶器 (第46図-22)が出土

した。SK02は長径1.Om、 深さ0.37mの 長円形の上坑、SK03は長径0。 73m、 深さ0。 45mを 円形の上

坑である。この 2個の上坑からは土師器や須恵器が出土している。SK04は長径1.2m、 深さ0.3mを測

る隅丸方形状の上坑で、陶器 (第46図-23)が出土した。

検出した杭の直径は13～ 22cm、 長さ0。 2～ 0.58cmを 測り、松やクヌギのなど樹皮がついたもの (K02)

が多かつた。また杭はないのだが、検出した円形状のプランを掘ると、穴の縁辺に樹皮だけが残つて

いたものもあり、杭が抜き取られた痕跡と思われた。これらの杭は加工も雑で、樹皮がついているこ

とから、簡易的な用途で使用されていたと推測される。

出土遺物 (第46～ 47図・図版29、 30上)第 46図はビットや土坑内から出土した土器である。縄文土器、

弥生土器、土師器、須恵器、陶器、杭などが出土した。第46図 の 1、 2は縄文土器で、 2は 口縁端部

に刻目突帯がめぐる。 3は松本編年V-2様式に相当する甕で、口縁端部を上に拡張し、風化が著し

いが外面に凹線を施している。 4は小形器台の郭部で、体部と口縁部の境は稜をなし口縁部は外反し

てのびるもので、弥生時代終末頃のものと思われる。 5・ 6は弥生土器の底部で、 6は底部に直径 2

cmの穴が穿たれている。 7～ 9は鼓形器台、10～ 12は古墳時代前期から中期の甕、13は高邦の邦部で

ある。15～ 20は須恵器である。16・ 17は 口縁の内側にかえりをもつ蓋で大谷編年出雲 6期に相当する

と考えられる。18～ 20は底部回転糸切り痕の邦で8世紀中頃以降のものである。21は底部にかすかに

回転糸切り痕がみられる。22・ 23は 陶器で、22は肥前系の皿である。第47図の24・ 25は遺構内から出

土した杭で、先端は鈍角に加工され、25(K02)|よ 松の樹皮が残つている。

第 2遺構面の基盤層 (暗褐色砂質土)か らは近世から近代の陶器が出上し、第 2遺構面はその時期

より新しいと考えられる。第 2遺構面の覆土 (第 7層 暗茶褐色砂質土)か らはタイルなどの現代の

ものが出土していることから、第 2遺構面は近世以降の遺構面で、第 7層を造成する際に削平された

と推浪Iさ れる。

4.第 3遺構 面 (第48図 )

第21層 (黄灰色砂礫層)、 第22層 (淡黄褐色砂質土)上面で検出した遺構である。 I区では確認で

きなかったため、 Ⅱ区のみの遺構面である。検出面標高は1.4～ 1.8mを測り、第 1遺構面と同様、北

から南に向かって緩やかに傾斜している。ビットやSD01(溝状遺構)を検出した。ピットは上端径0.4

～0。 9m、 深さ0。 1～ 0.3mと 浅いものであった。

-51-



寺 ノ脇遺跡

―― C′

2.00m
二 C'

1 灰色粘砂土 (黄・自色小ブロックを含む)

K02

0  S=11 30  511cm

中

土順

０‐

色

Ｋ

灰

、く
Ｅ‐引
咽
劇

∞

O            S=1:100         5m

―
―
―
―

＜

第45図  第 2遺構面実測図

驚麟韻

い饂
幹

ＯＰ９５＠Ｐ９３馴嗣
Kl;もぶ

継
1

P10() 
。K07  P20

Ｐ‐９
⑤

Ｐ‐８
◎
恥

Ｐ０８一却。Ｐ０７０Ｐ 郎 1鬱 ⑥

-52-



寺 ノ脇遺跡

蔭Ⅷ
輩プ

め
ｒｒ
�
‐‐‐　
　
２

▽

~

12

1                   13

18

ヽ
ヽ

―

′

21

0        S=1:3       10帥

４」【中脂″一

第46図 第 2遺構面 日遺構内出土遺物実測図(1)

-53-



寺 ノ脇遺跡
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第47図  第 2遺構内出土遺物実測図(2)
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建物跡は想定できなかつたが、柱列を確認した。A一 A´ は柱穴 4個 (Pl、 5、 8、 15)の柱列である。

P01～ P05、 P05～ P08の柱穴間は1.8mを浪Iる 。P8と P15間は3,Omあ り、あいだにもう1個柱穴が

あつた可能性も考えられる。柱穴は直径0.2～ 0。 4m、 深さは0.15m未満である。ピット内から土師器

の高郭の脚部が出土しているが、時期は不明である。

B― B´ は 3個の柱列 (P21、 25、 26)で ある。P20、 P25、 P26の柱穴間は2.20mを測り、深さは0.2

m未満と浅い。ビット内からは土師器や弥生土器の細片が出上した。

P18、 P19、 P24は 縁辺に樹皮 (松皮)が残っており、第 2遺構面と同様に松杭が抜き取られた痕

と思われる。ビット内からは縄文土器、土師器、須恵器、土錘が出上している。

SD01は、調査区の東側から南側に流れる溝状遺構で、自然流路と考えられる。長さ7m、 幅1.Om、

深さ0.lmの浅い溝で埋土は暗褐色砂層である。溝内からは縄文土器、弥生土器、土師器が出土した。

K01～ K04は長さ10cm程度の杭が残る穴である。杭は摩滅していて加工痕ははつきりしない。SD01

の埋土から掘り込まれており、第 3遺構面より新しいと考えられる。

出土遺物 (第49図 。図版30下)第 49図の26～ 35は ビット内から出上した遺物である。26・ 27は 縄文

土器である。26は 口縁からやや下がつた位置に刻目突帯がめぐり、27は刻目がみられない。28・ 29・

30は 弥生土器で、28は 口縁端部を上下にやや拡張し、平坦面に凹線を施した甕である。31は土師器、

高邦の脚部である。32・ 33は須恵器である。32は 口径14.8cmを測る蓋邦で、口縁端部を浅い段状にし、

肩部に稜線を施している。38は古墳時代後期の高邦の脚部である。

36～ 41は SD01出土遺物である。36・ 37は縄文土器で、86は 磨消縄文の深鉢と思われるが、小片で

全体の形状がわかりにくい。縄文時代後期後葉から晩期前葉の土器である。38～ 40は弥生土器の底部、

41は 古墳時代前期の複合口縁の甕である。

第 3遺構面の基盤層、第21層 (黄灰色砂礫層)や第22層 (淡黄褐色砂質土)か ら土師器片が出土し、

ビット内や覆土、第18、 19層 (オ リーブ色砂層や黄褐色砂礫層)か らは古墳時代後期の須恵器片が出

上していることから、第 3遺構面の時期は古墳時代後期以降と考えられる。
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5.主 な 土 層 の 出土遺 物 につ いて

寺ノ脇遺跡は調査範囲が狭い割には多 くの遺物が出土した。出土遺物の時期は縄文時代から現代ま

でと幅広い。古墳時代前期の遺物が全体の 7割を占めているが、他の時期の遺物もあり、主な土層の

出土遺物を掲載し、概略を記述する。本来ならば第 7層などは第 2遺構面を覆 う包含層として、第 2

遺構外出土遺物として取 り扱うべきかもしれないが、第 2遺構面の基盤層から出土した遺物と対比さ

せるためここで取 り扱うこととした。■～21層 についても同様である。

(1)第 7層 。暗茶褐色砂質土 (第50～ 52図 。図版31～ 33上 )

第 1遺構面の基盤層である。近代以降の遺物が出上しており、土層としては新しいとは思われるが、

幅広い時期の遺物が出土しているため、記載することとした。

縄文土器 (第50図 42～ 46。 図版31)第 50図 の42は 深鉢の回縁で器面調整は内外面共ナデである。

43・ 44は 突帯文土器で、43は 突帯と口縁端部に刻目、44は 突帯に刻目を施す。45。 46は深鉢の破片で

45は 内面に、46は外面に条痕がみられる。

弥生土器 (第50図 47～ 58。 図版31)第50図 の47は 風化しているが、口唇部に刻目、顕部に 1条の

ヘラ描直線文を施す甕で、松本編年 I-2様式に相当する。48は 口縁端部を欠いているが、頸部に7

条のヘラ描直線文を描 く甕で、松本編年 I-4様式に相当する。49は 口縁端部を上下に拡張し、外面

に凹線文を施し、松本編年V-1様 式と思われる。調整は胴部外面ハケ後ナデ、内面ヘラ削りを施す。

50～ 52は底部である。53は 口径17.Ocmを測る複合口縁の甕である。口縁部は丸 くおさめられ、複合口

縁の稜はさほど突出していない。弥生時代終末から古墳時代初頭のものと思われる。

土師器 (第50図 54～ 61・ 図版31)第50図 の54は 単純口縁のいわゆる布留甕である。55。 56は複合

口縁の甕で、56は 口縁がわずかに外反し、端部に平坦面がつくられている。57・ 58は単純口縁の甕で

ある。54～ 58は古墳時代前期から中期のものと思われる。59は小形器台ないし小形高邦の脚部である。

器面調整は外面ヘラミガキ、内面ヘラケズリとナデを施し、透かしをいれている。他地方からの搬入

品と考えられる。60・ 61は把手である。

須恵器 (第51図 62～ 77・ 図版32)第51図 62～ 72は蓋郭である。62は 口径 12。 2cmを測る。口縁端部

内面を緩い段状にし、肩部には 2条の沈線を入れ突帯をつくっている。68は 口径13.4cmを沢より、口縁

端部内面と肩部に沈線をいれている。64は 口径12.4cmを測る。肩部に2条の沈線を入れている。大谷

編年出雲 3～ 4期 ものと思われる。67・ 69・ 70は 口径10cm以下の蓋邦である。71・ 72は 口縁の内側に

かえりがつき、乳頭状のつまみが付 くものである。73は長顕壺の口縁、74・ 75は 高邦で、67～ 75は 大

谷編年出雲 6期のものと考えられる。76は 口径8.3cm、 残高8.Ocmを測る短頸壺である。体部上半と下

半にそれぞれ 2条の沈線を廻らせている。77は邦の底部と思われる。回転糸切 りで 8世紀半ば以降の

ものである。

土師質土器 。陶器・硯 (第51図 78～ 84。 図版32、 38上)第 51図 78、 79は 土師質土器の皿である。

口縁部の破片で明確な時期はわからないが、中世以降の所産と思われる。

80は 口径30.6cnl、 残高7.Ocnlを 測る土師質土器の火入れ道具と思われる。国縁端部は肥厚し、平坦

面をつくる。体部は頸部から大きく広がり、丸みをおびる。器面調整は口縁端部ナデ、内面粗いハケ
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メ、外面の頸部から口縁はハケ後ナデ、体部はナデと指押さえである。近世以降のものと思われる。

81～83は陶器である。81は瀬戸の菊皿、82は 18世紀代の肥前系陶胎染付の碗、83は肥前系の皿で銅緑

釉がかかる。84は残存長6.6cm、 幅5.2cm、 厚さ1.lcmの硯で裏に文字が彫られているが、判読できなかった。

土製品・石製品 (第52図 85～ 91・ 図版38上)85は最大径3.8cm、 孔径O.7cm、 重さ46.71gを測る土

玉である。86は最大長3.7cm、 最大径3.5cm、 孔径0.9cm、 重さ47.64gを測る円柱状の土錘で、石と見

間違うような硬い胎上である。87は 残存長5.Ocm、 最大径2。 lcm、 孔径1,Ocmの大型の土錘である。88

は残存長4.2cm、 最大径1.Ocm、 孔径0.3cm、 89は最大長3.lcm、 最大径1.7cm、 孔径0.4cmを測る土錘で

ある。90は最大長7.2cm、 最大幅5。 3cmを 測る四角柱状の石である。両側に最大径2.6～ 3.Ocm、 深さ1.6

～2.lcmの 円錐状の穴が穿たれている。石錘の未製品であろうか。91は 石皿の欠損品で、大海崎石を

使用している。最大長15。 3cm、 厚さ4,lcmを 測り、中央部にかけてくばんでいる。

12)第 11層・暗褐色砂質土 (第53～ 59図 。図版33下～38)

第 2遺構面の基盤層である。

縄文土器 (第53図 92～ 105。 図版33下)第 53図 の92は 浅鉢で回径20。 2cm、 残存高3.8cmを 測る。内

外面共口縁部はナデ、体部はミガキをおこない縄文時代晩期前半のものと思われる。98～ 105は 晩期

突帯文の深鉢である。突帯と口縁端部に刻日、94～ 102は風化していてはっきりしないものもあるが、

突帯に刻目をもつものである。103～ 105は 突帯に刻目をもたないものである。

弥生土器 (第53図 106～ 123・ 図版34)第 11図 の106～ 111は 口縁部が「く」の字状にやや緩 く外反

する甕である。106は 口唇部に刻日、口縁直下に 1条のヘラ描き直線文を施している。調整は内外面

ともハケ調整をおこなう。107～ 1091ま 口唇部に刻目をもち、110・ ■1は刻目をもたない。112は 甕の

胴部で、 9条の櫛描直線文の下に三角形の刺突文を施している。106～ 113は 弥生時代前期末から中期

初頭のものである。114は 胴部最大径8.7cm、 残存高5,7cmを 測 り、内外面共指頭圧痕やナデが施され

ている。器種は不明である。

115は 口縁部が大きく開き、拡張された端部外偵1に 凹線文を施す広口の壺で、口径37。 4cmを 測る。

116は 甕で、口縁部が「く」の字状に屈曲し、端部は上下に拡張され凹線文が施されている。■7～

120は上下に拡張された口縁部外面に凹線文が施された甕である。121は複合口縁を有する甕で、口径

28.Ocmを測る。口縁部外面に凹線文を施し、胴部内面にヘラケズリ、外面にハケ調整をおこなってい

る。122は底部、123は小形器台の郭部である。■5。 ■6は松本編年Ⅳ-2様式、117～ 121は V-1～

2様式、123は 弥生終末頃のものと思われる。

土師器 (第54～ 56図 -157。 図版35～ 86)第54図 の124～ 137は 壷、甕である。124は 複合口縁の甕

で口縁端部を丸 くおさめ、草田 6～ 7期のものと思われる。125は布留甕である。1261よ複合口縁の直

口壺で、外面は風化しているが、内面には指頭圧痕と横方向のハケメがみられる。127～ 135は複合口

縁の甕で口縁端部は平坦で、外側にやや肥厚させたものもある。調整は口縁部が内外面共ナデ、体部

内面は横または右上がりのヘラケズリ、外面はハケメを施している。186の 壺は、口縁部の立ち上が

りが厚 くて短 く、端部に平坦面が作られている。137は 口縁が欠損しているが、複合口縁の甕である。

底部は丸底で、底部中央には焼成後の穿孔がある。調整は胴部内面がヘラケズリ、底面が指先による
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調整痕 (圧延痕)、 外面はハケやナデが施されている。126～ 135。 187は 草田 6～ 7期 に相当し、136

も古墳時代前期のものと思われる。第55図 、138。 139は単純口縁の甕である。140は 口径32.Oclllを 測 り、

大きな鉢のようなものではないかと思われる。

141～ 143は低脚郭である。1421ま 口径20.5clll、 器高6.lcmを測 り、ゆるやかなカーブで立ち上がる邦

部をもつ。

144～ 146は小形丸底壺である。144は 比較的長い口縁部で、端部にかけて「ハ」の字状に開いている。

145は偏球形の胴部を呈する。146の 口縁部は短 く開き、外面はやや丸 くなっている。いずれも器面調

整は外面ナデとハケメ、内面、なで口縁部ナデ、体部ヘラケズリを施している。

147～ 150は鼓形器台である。147。 148は器受部、149。 150は脚台部でともに端部にむかって大きく

開いている。

第56図 151～ 157は高邦である。151・ 153は 回径24.Oclll、 29.2cmを測る大形の高郭で、緩やかなカー

ブを描いて立ち上がるやや深い郭部をもつ。151の 内面は風化しており調整は不明であるが、邦部外

面には細かなヘラミガキが施されている。153は郭部内面にヘラミガキ、外面にナデ後ヘラミガキを

している。152は郭部外面に段をもち、邦段部の径は18.Ocnlを 測 り、大形のものである。156は脚部で

透かしがあり、内外面共縦、横方向に丁寧なヘラミガキが施されている。151～ 153の高邦は古墳時代

前期に相当すると思われる。

須恵器 (第 56図 158～ 166・ 図版37)158は 邦蓋で、国径 12.2clllを測る。口縁端部内面をゆるい段状

に仕上げ、肩部に沈線を入れている。大谷編年出雲 3期 と思われる。161は 国径 10。 4cmの 邦身である。

163は腿で、肩部からやや下がつたところに 1条の沈線を廻らせる。調整は内面回転ナデ、外面下半

は回転ヘラケズリ、上半回転ナデである。大谷編年出雲 5期に相当する。164は輪状つまみの蓋、165

は底部回転糸切 りの皿と思われる。166は 甕の胴部片で、当て具痕が格子目状で中世のものと思われる。

土師質土器・陶磁器 (第56図 ・図版36、 37)第56図 、167は土師質土器の皿で、風化が著しく調整

は不明である。

168～ 178は 陶磁器である。168は 肥前系の青磁の碗である。169～ 171は 17世紀代の肥前系陶器、172

は備前焼橋鉢である。173は幕末以降の布志名焼の鉢と思われる。

土製品 。石製品 (第57～ 59図 ,図版86、 38)第57図、174～ 177は土錘である。174は最大径2.5cm、

重さ19。 18g、 175は 最大径2.Om、 重さ14.39gを 測る。

第58図、178～ 184は 黒曜石製のものである。178。 179は 凹基式の石鏃で、178は残存長1.5cm、 重さ0.31

gと小さくて薄いものである。179は残存長2.5cm、 厚さ0。 8cmを 測る。180。 181は 石錐で、180は 先端

を欠いている。182は スクレーパーで、残存長3.Ocm、 最大幅4.2鋼 を測る。辺縁の剥離痕の大きい方

(右側)は刃部で、その反対側 (左側)は微細剥離痕である。183は楔形石器で、全長2.7cm、 最大幅2.4

cmを 測る。184は石核で重さは15,01gである。185の材質は不明だが、幅3.Ocmの スクレーパーである。

第59図 186は刃部を一部欠損している磨製石斧である。187は磨石で、中央部はやや くばみ、下端部

に使用痕がみられる。188は打製石斧の欠損品と思われる。189は全長27.5cm、 幅9。 4cm、 厚さ6.4c14の

砥石で、使用痕がわずかにみられる。
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第57図 暗褐色砂買土出土遺物実測図(5)

脩)第15層 。暗褐色砂層 (第60～ 68図 ・図版89～ 45)

本調査区の中で一番多 く遺物を含む土層で、第 2遺構の基盤層よりひとつ下の上層である。

縄文土器 (第60図・図版39)第60図 190・ 191の 上器の外面には、風化していてはっきりとはわか

らないが、一部に縄文がみられる。192は 口縁端部に刻目を施した深鉢である。193～ 200は 突帯文土

器である。198～ 195は 国縁端部から下がつた位置に刻目突帯がめぐる。196は 口縁端部に突帯がつき、

刻目が施されている。197～ 200は 突帯に刻目のないものである。調整は内外面ともナデである。201

～204は 底径5.0～ 8.8cmを測る底部である。

弥生土器 (第61、 62図・図版39～41)第61図205～ 212は 前期の甕である。205～207は 口縁部が「く」

の字状を呈し、口唇部に刻目を施す。208・ 210は 口縁直下に 1条ないし2条の櫛描直線文、209は 口

縁直下にわずかな段が廻る。器面調整は内外面共口縁部ナデ、体部ハケメを施す。211は 口径23.6cm

を測る。口縁部は緩やかに外反し、口縁直下にヘラ描直線文の痕跡がみられるが、風化していてはつ

きりしない。胎土は0。 2cm大 の砂粒を多 く含み、器面調整は内外面共粗いハケメである。212は 口径

27.Ocmを測る。国縁は「く」の字状に外反し、口縁直下に穿孔している。また、口縁直下に 1条の沈

線、その下に三角形状の刺突文を廻らしている。調整は外面ナデ、内面は口縁部ナデ、頸部は指で撫

でたような痕がみられる。

第61図 、213・ 214は 国縁が大きく開く広口壺と思われる。口縁の拡張部に凹線が施され、中期もの

である。215。 217・ 218は 口縁端部が上下に拡張したもの、2161ま 上方のみに拡張した甕で、いずれも

拡張部に凹線を施し、松本編年V-1様 式に相当すると思われる。219は高郭の脚部で、脚端部は肥

厚し、側面には凹線文が施される。松本編年Ⅳ-2様式と考えられる。220は 口径7.Ocm、 器高4.5cm、

底径3.6cmを 測る小形の甕である。口縁は短 く外反し、底部は平底である。調整は内外面共ナデで、

一部黒変している。221は甕か壺の胴部片と思われる。外面に4条の凹線、その間に貝殻 (サルボウ貝)

による刺突文を施す。後期のものと思われる。

第62図、222～ 287は弥生土器の底部である。222～229は 0。 2cm大 の砂粒を多 く含むもの、230～237

は0。 lcmほ どの砂粒を含むものである。胴部の器面調整は内外面ハケ、ヘラケズリ、ナデ、ヘラミガ

キを施す。
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第58図 暗褐色砂買土出土遺物実測図(6)
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第60図 暗褐色砂層出土遺物実測図(1)

土師器 (第63～ 67図 -299。 図版41～ 47)第68～ 65図 -267は、弥生時代終末期から古墳時代前期の壺、

甕であるが、明確に区別することができないため、土師器として記載する。

第63図 は壺と甕の境界がわかりにくいものもあるが、複合口縁の壺である。238は複合口縁の立ち

上がりが厚 くて短 く、直線的に立ち上がる。239～ 249の器壁は厚 く、口縁部がやや開くもの、大き開

くものがある。口縁端部は平坦面を持つものが多いが、端部をやや外方に折り曲げたものもみられる。

口縁部の調整は内外面共ナデ、頸部内外面はハケ後ナデをおこなう。240の 頸部には羽状文が施文さ

れている。

第64、 65図 は甕で、250～ 266は複合口縁の甕である。255は 口径13.8cm、 顕部径11.6ctlを測る。器

壁は薄 く、口縁端部をわずかに外側に折り曲げている。256は完形品で、口径15.8cm、 顕部径11.9cm、

器高24.Ocmを 測る。胴部の器壁は薄 く、外形は卵倒形を呈し丸底である。257は 口径25.Ocm、 顕部径

21.7cmを測り、胴部は頸部から大きく張り出している。胴部内面はナデ、外面は横方向のハケメを施し、

肩部に波状文を施す。258は 、器壁はやや厚手であるが、口縁部を引き出し、端部を丸 くおさめたもので、

この中では古いタイプと思われる。265。 266も 胴部が大きく張り出す甕である。第65図、267は単純

口縁の布留甕である。268・ 269は複合口縁の退化した甕、270は単純口縁の甕で古墳時代中期頃のも

のと思われる。

第66図 の271は複合口縁の直口壺で、調整は口縁部内外面共ナデ、内面の頸部以下はヘラケズリで
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第63図  暗褐色砂層出土遺物実測図14)
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第65図 暗褐色砂層出土遺物実測図161
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ある。

第66図 272～ 275は低脚郭である。272は緩やかなカーブで立ち上がる郭部をもち、邦部内面を磨い

ている。口径19.6cm、 器高5.3cmを測る。275も 同様の低脚郭である。

276～ 278は 小形丸底壺である。276は複合口縁の丸底壺で、口径7.4cm、 残存高4,lcmの 小さなもの

である。277も 複合口縁の丸底壷で、胴部は偏球形を呈する。278は 国縁が「ハ」の字状に開く丸底壺

である。調整は口縁がナデ、体部外面ハケメ、内面ヘラケズリである。

279～ 284は 鼓形器台である。器受部と脚台部間が縮約したものである。

285は 甑の把手、286は 土錘である。

第67図 の287～ 298は 高邦である。287は緩やかなカーブを経て立ち上がる郭部、288は 内湾して立ち

上がり深い郭部、289はやや内湾して立ち上がる邦部をもつ。外面はハケメやナデ、内面はハケメや

ヘラケズリが施される。290～298は脚部と邦部の接続部で、円盤充填に 5 Hlm程度の深さの刺突痕をも

つ。294～ 298は脚部である。294は 「ハ」の字状に開いた脚に穿孔している。296は底径11.8cm、 残存

高6。 3cm、 2971ま 底径14.Ocm、 残存高9.4cm、 2981よ 底径14.2cm、 残存高8.7cmを測る。裾部は内外面共ナデ、

筒部外面はハケ後ヘラミガキ、内面はケズリを施す。

第67図 、299は 台付の鉢か甕の脚部と思われる。底径13.5cm、 残存高4。 3cmで外面ナデ、内面ヘラケ

ズリを施す。

須恵器 (第67図 800～ 304・ 図版47)第 67図 の300は 邦蓋、301は 邦身である。302は 高邦のイ部、

303は 脚部である。3021ま 高邦の郭部である。

土師質土器 (第67図 305～ 307・ 図版47)第 67図 の305は底部でかすかに回転糸切 り痕がみられる。

306は 口径12.Ocmを測る皿で、底部から回縁にかけてやや内湾して立ち上がり、口縁部は外反している。

307は 口径13.Ocm、 底径6.2cmを測る皿で、厚みがある。

石製品 (第68図 。図版47)第68図の308は 凹石を石錘に転用したもので、全長9。 2cm、 厚さ3.7cln、

重さ270.Ogを測る。石の両面は窪み、石の側面 4箇所に紐をかけるような凹みがある。309は磨石と

思われる。全長12.6cm、 厚さ7.4cm、 重さ940gを 測り、使用痕はあまりみられない。

(41 第18層・オリーブ色砂層 (第69図・図版48上 )

縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器が出土した。土師器は細片で図面化できなかったが、他の図

面化できたものを掲載した。

第69図、310は縄文土器である。外面の一部に縄文がみられる。311は弥生前期の甕の胴部片と思わ

れる。口縁から下がつたところに段があり、その下にハケメを施す。312は弥生土器の底部で、底径

7.8cmを測る。底部内面はやや窪み、内外面にハケ調整を施している。313は 須恵器の郭蓋である。口

縁端部に沈線などはなく、丸 くおさめている。古墳時代後期以降のものである。

(5)第 19層 。黄褐色砂礫層 (第70図 。図版48上 )

縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器が出土した。縄文土器、弥生土器は図面化できなかったため、

掲載していない。

第70図、314は鼓形器台の脚台部である。底径18.6cmを測る。内面はヘラケズリ、外面はナデ、脚
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端部は内外面共ナデを施す。315は邦身である。立ち上がりが低 く、古墳時代後期のものと思われる。

316は 甕片である。大きな甕と思われるが器壁は薄い。

(6)第21層～第22眉・黄灰色砂礫層～淡黄褐色砂質土 (第71図 。図版48下 )

縄文土器、弥生土器、土師器、石製品が出上した。縄文土器が多 く、弥生土器、土師器は少ないう

え細片であった。図面化できたものを記載した。

第71図 の317～823は縄文土器の深鉢と思われる。国縁端部は、317は先細りで丸 く、318は平坦であ

る。器面調整はほとんどが内外面共ナデであるが、319の 外面には一部縄文、321の 内面には条痕が施

される。323は 平底の底部である。

324は土師器の脚部である。脚端部は先細りで「ハ」の字状にひらき、内面にヘラケズリを施す。

325は打製石斧である。残存長7.Ocm、 最大幅4.Ocm、 最大厚2.lcm、 重さ77。 18gを測る。片端の平坦面

は丁寧に磨いている。片面は丁寧に、もう一方の面はやや雑に加工し、自然面を残しているところもある。

Ⅷ Ⅷ 止Ю

岸⑫ 削墨
O        S=1:3       10cm

第69図  オリープ色砂層出土遺物実測図

第70図  黄褐色砂礫層出土遺物実測図

ゾ
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第71図 黄灰色砂礫層～淡黄褐色砂質土出土遺物実測図

(刊 第24層 。青灰色砂礫層 (第72図 ・図版49)

縄文土器のみが出土した土層である。土器は土層中から出土したものもあるが、岩盤上の窪んだと

ころから出土したものも多かつた。これらの土器は後期中葉から晩期のものである。

第72図、326～ 328は縄文土器で外面縄文、内面ナデの土器片である。329の外面にも縄文が見られ

るが、風化していてはっきりしない。380は磨消縄文の浅鉢の回縁である。331～387は粗製の深鉢で

ある。382は 口径33.6cmを測る深鉢で、口縁端部は先細 りしている。内外面共ナデである。388は 口径

35.Ocmを測る。口縁は平縁で外面にナデ、内面にミガキを施している。334～ 387は深鉢の破片で、器

面調整はナデやミガキである。3881よ 底部で底径8.4cmを測る。

一
〇
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6.ま とめ

今回の寺ノ脇調査では、縄文時代から近世まで時期幅のある遺物が出土し、遺構面は確認できるだ

けで3面検出している。ここでは遺構面の時期と性格、遺物について若干触れてまとめとしたい。

第 1遺構面は近・現代の遺構面であることから、本文中でも割愛したため本項においても省略する。

第 2遺構面は調査区全体で検出している。北側から南側にかけて緩やかに傾斜した遺構面で、ピッ

トや土坑を検出した。ピットは浅 くて小さいものが多 く、柱の並びがしっかりしたものはなかった。

浅いピットが多いことから、後世に一度造成が行われ、削平されたと考えられた。また、遺構面から

検出した杭は、天端が直上の第 7層 に突き出ているものがあり、上の遺構面からの新しい時期の遺構

が混在している可能性がある。第 2遺構面の基盤層となる第11、 15層 からは戦国時代から近世の陶磁

器が出土し、遺構内からも17世紀の肥前系陶器や志野焼の破片などが出上しており、近世以降の遺構

面と考えられた。

美保関町誌や郷土史ふるさと本庄によれば、中海は藩政時代から出雲における北前船などの航路で

あり、本庄や美保関は船の風待港 (避難港)であったらしい。本調査区も同じ中海沿岸にあり、本庄

や美保関程度の港とはいかないまでも、小規模な風待港で周辺に船宿や船問屋があつたのかもしれな

い。

第 3遺構面は、Ⅱ区側しか検出できなかった。第 3遺構面の基盤層は第21～毘4層 で、古いものでは

縄文時代後期中葉の磨消縄文の上器、新しいものでは土師器の高邦の脚部が出上している。遺構内か

らは縄文時代から古墳時代後期の須恵器までが出上し、直上の第18、 19層 からも同時期の須恵器が出

土していることから、古墳時代後期以降の遺構面と考えられた。

次に、遺構面の性格について考えてみたい。検出した遺構はピット及び杭である。建物跡としての

柱の並びは確認できず、杭についても先端を尖らせた皮付きのものが多 く、規則的に並べられている

ものではなかった。また、この面の基盤層は、水際に堆積した海浜礫を多 く含む土層であることなど

から考えると、おそらく船着場か船小屋のような簡易な施設の跡なのかもしれない。

最後に出土遺物について若干述べてみたい。寺ノ脇遺跡は、縄文時代の遺跡として知られており、

今回の調査においても、縄文土器が各土層から出土した。縄文時代後期中葉から晩期の土器が出土し、

なかでも晩期の突帯文土器が多かつた。いずれも深鉢で、国縁端部と突帯に刻目をもつもの、突帯の

みに刻目をもつもの、突帯のみで刻目のないものである。次に多かつたのは粗製の深鉢で、特に岩盤

上第21、 22、 24層から多く出上している。国縁端部を平坦にしたもの、薄 くのばして丸 くおさめたも

のがみられた。浅鉢は2点だけで、晩期の顕胴部が明瞭に屈曲したものと、後期中葉の磨消縄文のも

のだけである。土器の他に、打製石斧や石皿など縄文時代と思われる石製品も出上している。

弥生土器は、弥生時代前期から後期まで出土しているが、中期の上器は少なかった。前期から中期

初頭の口縁部を「く」の字状にして口縁部直下にヘラ描き直線文を施した甕や、口縁端部を拡張し凹

線や擬凹線を施した後期の甕が多かつた。

土師器は、出土遺物中で最も多 く出上している。全出土遺物の6割を占め、そのなかでも古墳時代

前期の複合口縁の壺、甕類が多かつた。器種も壺・甕類、器台、小形丸底壺、高邦、甑の把手など多
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種にわたつて出上している。また、布留系の甕など他地方からの搬入品も出土し、他地方との交流も

窺われた。

須恵器は、蓋邦や高邦、底部回転糸切 りの郭など古墳時代後期から奈良時代 (8世紀中頃以降)の

ものが出上している。

昭和43年 12月 から44年 1月 におこなわれた寺ノ脇遺跡発掘調査において、縄文時代のドングリの貯

蔵穴が検出され、当初は縄文時代の遺跡として調査に取り掛かつたが、縄文時代の遺構は検出されな

かった。昭和43年から44年の調査では、今回の調査区から北東側の90mの調査区から縄文時代中期と

思われる撚糸文土器や縄文地土器が出上しているが、後期から晩期の上器は極めて微量であったと記

されている。今回の調査において出上した縄文時代の土器は、後期中葉から晩期のものが多 く、遺構

が発見されていないため、一概には言えないが、出土状況だけから考えると縄文時代中期には本調査

区より東側に人々の生活の場所があり、それが晩期になると本調査区側に移動した可能性も考えられ

た。

幅広い時期の遺物が出上していることから、おそらく本遺跡周辺は生活に適した場所であつたと推

測され、付近に幅広い時期の遺構が眠つていると考えられる。

註

1)中村唯史氏の御教示による。
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寺 ノ脇遺跡

寺ノ脇遺跡出土遺物観察泰

土器

挿図

番号
出土層位 遺構面 種 類 器 種

法     量  (cml 色  調 調 整 態

様

形

文 備考
日径 底径・頸部径 器高 (残高) 内面 外面 内面 外 面

1
第 2遺構面

(P59)
縄文土器 深鉢 42 黄橙色 橙 色 ナデ 条 痕

第 2遺格面

(P60)
縄文土器 深鉢 2,1 黄橙色 黄褐色 ナデ ナ デ 突帯 に刻 目

第 2遺構面

(SK01)
弥生土器 甕 淡茶色 淡茶色

日 :ナデ

胴 :ケ ズリ
ナ デ 口縁部 :凹線 風化

第 2遺構面

(P09)
弥生土器 小形器台 100 20 茶褐色 茶褐色 ナ デ ナデ

第 2遺構面
(P82)

弥生土器 底 部 30 灰橙色 黄橙色 ケヽメ
風化

調整不明

l mm以 下の

砂粒多い

6
第 2遺構面

(P60)
弥生土器 底 部 橙 色 橙 色

工具による縦方向
のケズリ

ハケメ 底部中央に円孔
2噸以下の

砂粒多い

第 2遺構面

(P29)
土師器 鼓形器台

10

(筒部径 )

橙 色 赤橙色 ケズリ ナ デ

8
第 2遺構面

(P09)
土師器 鼓形器台 明茶褐色 明茶褐色 ケズリ ナ デ

第 2遺構面

(P83)
土師器 鼓形器台

72
(筒部径)

52 淡橙色 淡橙色
風化

調整下明
ナ デ

第 2遺構面

(P08)
土師器 一璽 154 56 淡茶褐色 明黄褐色 ナデ ナ デ

11
第 2遺構面

(P59)
土師器 甕 35 灰褐色 黄褐色 ナデ ナ デ

12
第 2遺構面

(P09)
土師器 甕 40 淡灰褐色 淡灰色 ナ デ ナ デ

日縁端部に浅�

凹線

13
第 2遺権面

(P09)
土師器 高郷 219 3.4 灰茶褐色 灰茶褐色

風化

調整不明

風化

調整不明

第 2遺構面

(P92)
須恵器 郭蓋 15 灰色 灰 色

回転ナデ

静止ナデ

回転ヘラケズ リ

回転ナデ

第 2遺構面

(P48)
須志器 郷蓋 108 17 灰 色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ

17
第 2遺構面

(P03)
須恵器 郭蓋 12.5 2,7 灰 色 灰 色

回転ナデ

静止ナデ
風化

調整不明

第 2遺構面
(P60)

須恵器 郷 76 23 灰 色 灰 色
回転ナデ

静止ナデ
回転ナデ

第 2遺構面

(P61)
須恵器 邦 灰 色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ

底部 :回転糸切

り痕

20
第 2遺構面

(P61)
須恵器 邦 118 37 灰色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ

底部 :回転糸切

り痕

第 2遺構面
fP63)

土師器 郵 13 褐色 桃褐色 ナデ ナデ
底部にかすかな

回転糸切 り痕

22
第 2遺構面
(SK01)

陶器 皿 114 深緑色 深緑色 施 釉 施釉 肥前系

第 2遺構面

(SK04)
陶器 碗 226 55 暗茶褐色 暗茶褐色 施 釉 施釉

瀬戸美濃の

天 目茶碗

第 3遺構面

(P10)
縄文土器 深鉢 23

にぶい黄橙
色

橙 色 ナデ ナデ
突帯 と日縁端部

に刻目

第 3遺構面

`Plo)

縄文土器 深鉢 26 明黄褐色 橙 色 ナデ ナデ 突帯に刻目

第3遺構面

`,27】

弥生土器 蜜 12 8 27 橙 色 橙 色 ナデ ナ デ
日縁部 :2条の

凹線

第 3遺構面

(P17)
弥生土器 底部 25 灰白色 にぶい橙色 ハケメ ナデ 風化

第 3遺構面

(P17)
弥生土器 底部 56 灰自色 にぶい黄橙色 ハケメ ヘラミガキ

第 3遺構面

(P03)
土師器 脚部 13 浅黄橙色 浅黄橙色 ヘラケズリ、ナデ ナデ

第 3遺構面

(P07)
須恵器 杯 蓋 148 灰 色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ

肩部に稜

日縁端部内面ゆるい段状

第 3遺構面

(P23)
須恵器 高イ 27 青灰色 青灰色 回転ナデ 回転ナデ

第 3遺構面

(SD01)
縄文土器 鉢 灰黄褐色 にぶい褐色 ミガキ ナデ

日縁部内面 に 1

条の沈線

第 3遺構面

(SD01)
縄文土器 深鉢 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナ デ ナデ

第 3遺構面

(SD01)
弥生土器 底部 23 にぶい褐色 にぶい橙色

風化

調整不明

風化

調整不明

第 3遺構面

(SD01)
弥生土器 底部 23 浅黄橙色 浅黄橙色

風化

調整不明

風化

調整不明

第 3遺構面

(SD01)
抑生土器 底部 50 褐灰色 灰黄褐色 ナ デ ハケメ

第 3遺構面

(SD01)
土師器 甕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ
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寺 ノ脇遺跡

挿図

番号
出土層位 遺構面 種  類 器  種

法     量  (cШ ) 色   調 調 整 態

様

形

文 備考
回径 底径・頸部径 器高 (残高 ) 内面 外 面 内面 外面

暗茶褐色砂質土 縄文土器 深欽 淡茶色 明茶褐色 ナデ ナ デ

暗茶褐色砂質土 縄文土器 深鉢 茶褐色 暗茶褐色 ナデ ナデ
突帯と日縁端部
に刻目

暗茶褐色砂質土 縄文土器 深鉢 明赤褐色 淡茶色 ナデ ナ デ 突帯に刻目

暗茶褐色砂質土 縄文土器 深銘 浅黄橙色 浅責橙色 条痕 ナデ

46 暗茶褐色砂質土 縄文土器 深鉢 明茶褐色 明茶褐色 ナデ 条痕

暗茶褐色砂質土 弥生土器 甕 浅黄橙色 浅黄橙色
日 :風化

胴 :ハ ケメ

lR11ヒ

調整不明

日縁端部 :刻 目 日縁直下 :

1条のヘラ描直線文

暗茶褐色砂質土 弥生土器 甕 淡褐色 褐 色 ナデ ナ デ
日縁直下 :7条
のヘラ描直線文

49 暗茶褐色砂質土 弥生土器 甕 194 160 淡茶色 淡茶色
日 :ナデ

胴 :ヘ ラケズリ

日 :ナデ

胴 :ハケ後ナデ

日縁部 :5条の

凹練

暗茶褐色砂質土 弥生土器 底部 22 灰褐色 茶褐色
風化

調整不明

風化

調整不明

51 暗茶褐色砂質土 弥生土器 底 部 86 24 茶褐色 茶褐色 ナデ ナ デ

暗茶褐色砂質土 弥生土器 底部 54 赤茶褐色 赤茶褐色 指頭圧痕、ナデ ハケメ

暗茶褐色砂質土 弥生土器 甕 170 黄褐色 黄褐色 ナデ ナ デ

暗茶褐色砂質土 土師器 甕 140 褐色 褐 色 ナデ ナ デ 布留系

暗茶褐色砂質土 土師器 甕 170 黄褐色 黄褐色 ナデ ナ デ

暗茶褐色砂質土 土師器 甕 142 56 明茶褐色 明茶褐色
日 :ナデ

胴 :ヘ ラケズリ
チ デ

暗茶褐色砂質土 土師器 甕 53 橙褐色 橙褐色
風化

調整不明

風化

調整不明

開 暗茶褐色砂質土 土師器 甕 褐色 褐 色 ナデ
日 :ナデ

胴 :ヘ ラケズリ

59 暗茶褐色砂質土 土師器 脚 部 70 明茶褐色 明茶褐色
脚部上半 :ヘラケズリ

脚部下半 :ナデ
ヘラミガキ

直 径0 9cmの 透

かし有 り

暗茶褐色砂質土 土師器 甑、把手 全長7.8 最大径3,7 淡茶褐色

暗茶褐色砂質土 土師器 甑、把手 全長97 最大径37 淡茶褐色

暗茶褐色砂質土 須恵器 郭蓋 122 灰 色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ
肩部 :2条の沈

線による突帯

暗茶褐色砂質土 須恵器 lTN蓋 134 灰 色 灰 色 回転ナデ、静止ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ

部一肩
線

1条に沈

暗茶褐色砂質土 須恵器 郭蓋 灰 色 灰 色 回転ナデ、静止ナデ
回転ヘラケズ リ

回転ナデ

肩部 :2条に沈

線

暗茶褐色砂質土 須恵器 邦 身 11 2 37 灰 色 灰 色 回転ナデ
回転ヘラケズ リ

回転ナデ

暗茶褐色砂質土 須恵器 杯 身 113 40 灰 色 灰 色 回転ナデ、静止ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ

底部 :回転ヘラ

切 り

暗茶褐色砂質土 須恵器 蓋 灰 色 灰 色 回転ナブ、静止ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ

暗茶褐色砂質土 須恵器 蓋 37 灰 色 灰 色 回転ナデ、静止ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ

暗茶褐色砂質土 須恵需 郷 身 33 灰 色 灰 色 回転ナデ、静止ナデ
回転ナデ、静止ナ

暗茶褐色砂質土 須恵器 郭 身 25 灰 色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ

71 暗茶褐色砂質土 須恵器 郷 蓋 28 灰 色 灰 色 回転ナデ、静止ナデ

天 :回転ヘラケズ

リ後ナデ

日 :回転ナデ

乳頭つまみ

暗茶褐色砂質土 須恵器 郭 蓋 23 灰 色 灰 色 回転ナデ、静止ナデ
天 :風化

日 :回転ナデ

暗茶褐色砂質土 須恵器 長頸壺 57 暗灰色 暗灰色 回転ナデ 回転ナデ

密 暗茶褐色砂質土 須恵器 高郭 47 40 灰 色 灰 色 回転ナデ、静止ナデ 回転ナデ
2方 に透 か し、

1方切れ目

暗茶褐色砂質土 須恵器 高郭 170 35 灰 色 灰 色 回転ナデ
上半 :回転ナデ

下半 :ヘ ラケズリ後ナデ

暗茶褐色PJP質 土 須恵器 直口壷 84 80 淡灰色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ
体部上半と下半

に 2条の沈線

77 暗茶褐色砂質土 須恵器 底部 73 淡灰色 明淡灰色 回転ナデ 回転ナデ
底部 回転糸切

り痕

暗茶褐色砂質土 土師質土器 皿 126 21 黄褐色 暗褐色 ナデ ナ デ

暗茶褐色砂質土 土師質土器 皿 120 25 灰褐色 黄褐色 ナ デ ナデ

暗茶褐色砂質上 土師質土器 火入れ道具 306 308 淡褐色 淡褐色
頸部 :ハ ケメ

日、体 :ナデ

日 :ナデ

日～体 :ハ ケメ

暗茶褐色砂質土 陶器 瀬戸菊皿 17 緑黄色 緑黄色 施 釉 施 釉

暗茶褐色砂質土 陶器 碗 124 緑灰色 青灰色 施釉 施 釉 陶胎染付
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挿図

番号
出土層位・迪構面 種  類 器 種

法     量 (cml 色  調 調 整 態

様

形

文 備考
日径 底径・顕部径 器高 (残高) 内面 外 面 内面 外面

暗茶褐色砂質土 陶器 皿 122 緑灰色
緑黄色

明褐色
施釉 胎

蜘

”底部‥露体 肥前系

暗茶褐色砂質土 硯 長径67 短径51 厚さ 11 灰 色 灰 色
片面に文字が彫
られている

暗褐色砂質土 縄文土器 浅鉢 掲色 褐 色
日 :ナデ

体 :ミ ガキ

日

体

ナデ
ミガキ

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 浅黄橙色 浅黄橙色
風化

調整不明

風化

調整不明

突帯と日縁端部
に刻目

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 淡茶褐色 茶褐色
風化

調整不明

風化

調整不明
突帯に刻 目

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 淡茶褐色 淡茶褐色 ナデ ナデ 突帯に刻 目

96 暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 赤茶褐色 赤褐色 ナデ ナデ 突帯に刻 目

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 橙 色 浅黄橙色
風化

調整不明

風化

調整不明
突帯に刻目

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 橙 色 黄橙色 ナ デ ナデ 突帯に刻目

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 美橙色 橙色
風化

調整不明

風化

調整不明
突帯に刻目

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 27 茶褐色 暗茶褐色
風化

調整不明

風化

調整不明
突帯に刻目

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 赤茶褐色 赤褐色
風化

調整不明

風化

調整不明
突帯に刻目

102 暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 明茶褐色 淡茶褐色 ナデ ナデ 突帯に刻目

暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 灰黄褐色
にぶい黄橙

色
ナデ ナデ 突帯 に刻 目なし

104 暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 茶褐色 明茶褐色
風化

調整不明

風化

調整不明
突帯に刻目なし

105 暗褐色砂質土 縄文土器 深鉢 明茶褐色 茶褐色
風化

調整不明

風化

調整不明
突帯に刻 目なし

106 暗褐色砂質土 弥生土器 養 165 にぶい黄橙
色

にぶい黄橙

色

日 :ナデ

頸 :ハケメ
ハケメ

日縁端部 :刻 目
日縁直下 :1条のヘラ楢直線文

107 暗褐色砂質土 弥生土器 甍 淡茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ 日縁端部 :刻 目

108 暗褐色砂質土 弥生土器 甕 茶褐色 茶掲色 ナデ ナデ 日縁端部 :刻 目

109 暗褐色砂質土 弥生土器 甕 茶褐色 茶褐色 ナデ ナデ 日縁端部 :刻 目

暗褐色砂質土 弥生土器 甕
にぶい黄橙

色

にぶい黄橙

色

日 :ナデ

頸～体 :ハケメ

日 :ナデ

頸～体 :ハケメ

暗褐色砂質土 弥生土器 甕
にぶい黄橙

色

にぶい黄橙

色
ハケメ

風化

調整不明

晴褐色砂質土 弥生土器 雲 淡茶色 淡茶色 ナデ ハケメ
9条のヘラ柏直線文の下に

=
角形の刺突文

暗褐色砂質土 蒟生土器 甕 淡茶色 淡茶色 ナデ
風化

調整不明

3条 のヘラ猫直

線文

暗tta色 砂質土 弥生土器 不明
87

胴部長大径
5,7 灰褐色 灰褐色

体 :楕頭圧痕、ナデ

底 :指頭圧痕
指頭圧痕、ナデ

内外面一部

黒変

暗褐色砂質士 弥生土器 壺 橙色 橙褐色 ナデ ナ デ
日縁端部 :4条
の凹線

晴褐色砂質土 弥生土器 喪
にぶい黄橙

色
橙 色 ナデ ナデ

日縁端部 :4条
の凹線

暗褐色砂質土 弥生土器 甕 明茶褐色 明茶褐色 ナデ ナデ
日縁端部 :3条
の凹線

暗褐色砂質土 弥生土器 甕 茶褐色 茶褐色 ナデ ナデ
口縁端部 :2条
の凹線

暗褐色砂質土 弥生土器 甕 H8 31 灰褐色 明赤褐色
風化

調整不明
ナデ

日縁端部 !3条
の凹線

120 暗褐色砂質土 弥生土器 蓑 淡橙色 淡茶褐色 ナデ ナデ
日縁端部 :4条
の凹線

晴褐色砂質土 弥生土器 甕 280 26 2 明茶褐色 FIB茶 褐色
日 :ナデ

顕以下 :ヘ ラケズリ

日 :ナデ

頸以下 ,ハ ケメ

日縁端部 :5条
の擬凹線 ?

暗褐色砂質土 弥生土器 底 部 橙 色 橙 色 ハ ケ メ ハケメ

暗褐色砂質土 弥生土器 小形器台 108 褐色 灰褐色 ナデ、ハケメ ナデ、ハケメ

1% 暗褐色砂質土 弥生土器 甕 12, 4 97 黄橙色 黄褐色
口 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナ デ

暗褐色砂質土 土師器 甕 明茶褐色 明茶褐色 ナデ ナ デ

暗褐色砂質土 土師器 直日壷 7.5 橙色 橙 色
日:ナ デ、ハケメ、

指頭圧痕 頸 :ナデ
風化

暗褐色砂質土 土師器 甕 暗褐色 黄褐色
日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナ デ

暗褐色砂質土 土師器 甕 132 110 浅黄橙色 浅黄橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナ デ

暗褐色砂質土 土師器 甕 11 2 淡種色 淡褐色
日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナ デ

暗褐色砂質土 土師器 甕
にぶい黄橙

色
にぶい橙色

日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナデ
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出土層位 遺構面 種  類 器  種

法     量  (cm) 色  調 調 整 態

様

形

文 備考
日径 底径'頸部径 器高 (残高 ) 内面 外面 内面 外面

暗褐色砂質土 土師器 饗 53 にぶい橙色 にぶい橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘラケズリ
ナデ

暗褐色砂質土 土師器 甕 176 140 63 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘラケズリ
ナデ

暗褐色砂質土 土師器 褻 61 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
日 :ナデ

頃以下 :ヘラケズリ
ナデ

暗褐色砂質土 土師器 甕 210 167 46 黄褐色 黄褐色
口 :ナデ

頸以下 :ヘラケズリ
ナデ

暗褐色砂質土 土師器 養 150 125 橙茶褐色 橙茶褐色
日 :ナデ

顕以下 :ヘラケズリ

口 :ナデ

頸以下 :ハケメ

暗褐色砂質土 土師器 一望 132 4,3 橙 色 にぶい橙色 ナデ ナデ

暗褐色砂質土 土師器 蟹 138 23(推定 ) にぶい黄橙色 橙 色
頸 :ナデ 体 :ヘラケ

ズリ 底面 :圧廷痕

顕 :ナ デ

頸以下 :ハ ケメ
底面に穿孔

暗褐色砂質士 土師器 甕 46 にぶい褐色 にぶい褐色
回 :ナデ

願以下 :ヘ ラケズリ
ナデ

暗褐色砂質土 土師器 褻 210 176 97 明茶褐色 明茶褐色
日 :ナデ

頸以下 :ヘラクズリ

目 :ナデ

頸以下 :ハケメ

暗褐色砂質土 土師器 鉢 32.0 48 浅黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ

暗褐色砂質土 土師器 低脚郷 2 1 淡茶色 淡茶色 ナデ ケヽメ、ナデ

暗褐色砂質土 土師器 低脚郷 205 6 1 橙茶褐色 橙茶褐色
風化

調整不明

風化

調整不明

暗褐色砂質土 土師器 低脚郭 43 浅黄橙色 浅黄橙色
邦 :ハ ケメ

脚 :ナデ

杯 :ハケ メ

脚 :ナ デ、絞 り痕

暗褐色砂質土 土師器 小形丸底壷 92 75 橙褐色 橙褐色
日 :ナデ、ハケメ

体 :ナデ、ケズリ

回 :ナデ、ハケメ

体 :ナデ、ハケメ

暗褐色砂質土 土師器 小形丸底壺 74 72 淡黄褐色 淡黄褐色
頸 :ハケメ

体 :ハケメ、ナデ
頸 :ナ デ 体 :ヘラ

ケズリ 底 :ナ デ

暗褐色t17質 土 土師器 小形丸底壷 49 暗褐色 暗橙褐色
日～頸 :ナ デ

体 :ハ ケ後ナデ

日 :ナデ

体 :ヘ ラケズリ

147 暗褐色砂質土 土師器 鼓形器台 21 4 橙 色 橙色
日緑 :ハ ケメ

日縁以下 :ヘ ラミガキ

口縁 :ナ デ

日緑以下 :ハ ケメ

暗褐色砂質土 土師器 鼓形器台 196 60 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
日縁 :ハケメ

日縁以下 :ヘ ラミガキ

風化

調整不明

暗褐色砂質土 土師器 鼓形器台 212 56 橙 色 橙 色
筒部下 tヘラミガキ

脚端部 :ナ デ
ナデ

暗褐色砂質土 土師器 鼓形器台 172 50 黄褐色 黄褐色
筒部下 :ヘラミガキ

脚端部 :ナ デ
ナデ

暗褐色砂質土 土師器 高杯 240 73 明茶褐色 明茶褐色
風化

調整不明

日縁 :ナ デ

琢部 :ヘ ラ ミガキ

暗褐色砂質土 土師器 高邦
180

御部最大径)

46 暗赤褐色 橙 色 ミガキ ナデ、ハケメ 有段郭

153 暗褐色砂質土 土師器 高郭 29 2 6コ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
日縁 :ナデ

JTN部 :ヘ ラ ミガキ

日縁 :ナ デ
j/T部 :ナデ後ヘラミガキ

暗褐色砂質土 土師器 高杯 橙 色 橙 色 ハケメ ケヽメ

暗褐色砂質土 土師器 高邦 1判 茶褐色 茶褐色 ナ デ ハケメ

暗褐色砂質土 土師器 高邦 174 25 浅黄橙色 橙 色
端部 :ナデ

脚部 :ヘ ラ ミガキ

端部 :ナデ

脚部 :ヘ ラ ミガキ
透かし有 り

暗褐色砂質土 土師器 高杯 60 茶褐色 茶褐色 絞 り痕、ナデ
頸 :ナデ

脚:ヘ ラミガキ後ナデ

暗褐色砂質土 須恵器 郭 畜 122 31 淡褐色 灰褐色 回転ナデ
日、肩 :回転ナデ

天 〔回転ヘラケズリ

肩部に浅い 1条
の沈線

暗褐色砂質土 須恵器 郭 蓋 ワ 2 暗灰色 暗灰色 回転ナデ 回転ヘラケズリ

暗褐色砂質土 須恵器 郭 蓋 23 灰 色 灰 色
回転ナデ

静止ナデ

回転ナデ

雑なヘラケズ リ

晴褐色砂質土 須恵器 邦 身 104 青灰色 暗青灰色
回転ナデ

静止ナデ

回転ナデ

回転ヘラケズ リ

暗褐色砂質土 須恵器 イ身 25 淡灰色 淡灰色
回転ナデ

静止ナデ

底 :ヘ ラおこし後ナデ

琢部 :回転ナデ

暗褐色砂質土 須恵器 ノウ
84

(胴部最大径)

53 暗灰色 暗灰色 回転ナデ
体下半 :回 転ヘラク

ズリ、上半 1回 転ナデ
1条 の沈線

暗褐色砂質土 須恵器 不蕎 13 青灰色 暗緑色 回転ナデ 回転ナデ 輪状つまみ

暗褐色砂質土 須恵器 底 部 10 暗灰色 暗灰色
回転ナデ

静止ナデ
回転ナデ 回転糸切 り痕

暗褐色砂質土 須恵器 4_片 58 灰紫色 灰 色 格子 目の当て具痕 叩き痕

暗褐色砂質土 土師質土器 皿 86 22 浅黄橙色 浅黄橙色
風化

調整不明

風化

調縫不明

暗褐色砂質土 磁 器 碗 46 47 緑灰色 淡灰色
回転ナデ

底面 :砂付着
施釉 (青磁釉 ) 青磁

暗褐色砂質土 陶器 皿 23 暗緑灰色 暗緑灰色 施 釉 施釉 肥前系

暗褐色砂質土 陶器 碗 50 暗緑灰色 黄灰色 施 釉 露 胎 肥前系

暗褐色砂質土 陶器 磁 29 暗緑灰色 暗緑灰色 施釉 施 釉 肥前系
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番号
山土層位・遺構面 種  類 器  種

法     量  (cm) 色   調 調 整 態

様

形

文 備考
回径 底径・頸部径 器高 (残高) 内面 外 面 内面 外 面

暗褐色砂質土 陶器 摘鉢 にぶい赤褐色 灰赤色 施釉 施釉

暗褐色砂質土 陶器 鉢
淡黄灰色

褐色
淡黄灰色 施 釉 施 釉 布志名焼

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 52 茶褐色 暗茶褐色 ナデ
ナデ

ー部に縄文?
風 化

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 47 茶褐色 明茶褐色 ナデ
ナデ

ー部に縄文 ?
風 化

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 灰褐色 暗灰褐色 ナデ ナデ 日縁端部に刻目

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 34 灰褐色 淡褐色 ナ デ ナ デ 突帯に刻 目

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 淡褐色 淡褐色 ナ デ ナ デ 突帯に刻 目

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 灰褐色 明褐色 ナ デ ナデ 突帯に刻目

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 明赤褐色 淡赤褐色 ナ デ 条痕 突帯に刻目

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 25 淡茶褐色 淡茶褐色 ナ デ ナ デ 突帯に刻目なし

198 暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 赤褐色 赤褐色 ナ デ ナデ 突帯に刻目なし

暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 灰褐色 暗褐色 ナ デ ナ デ 突帯に刻目なし

21111 暗褐色砂層 縄文土器 深鉢 疱 0 淡茶褐色 明茶褐色 ナ デ ナ デ 突帯に刻目なし

201 暗褐色砂層 縄文土器 底部 6.6 2.0 明茶褐色 暗黄褐色 ナ デ ナ デ

202 暗褐色砂層 縄文土器 底 部 13 茶褐色 赤茶褐色 ケズリ ナ デ

暗褐色砂層 縄文土器 底 部 茶褐色 橙茶褐色 ナ デ ナ デ

204 暗褐色砂層 縄文土器 底 部 暗茶褐色 赤褐色 ナデ ナ デ

205 暗褐色砂層 弥生土器 甕 淡褐色 桃褐色 ハケメ ハケメ 日縁に浅い刻 目

206 暗褐色砂層 弥生土器 甕 32 明茶褐色 明茶褐色 ナデ ナ デ 日縁に刻 目

207 暗褐色砂層 弥生土器 甕 15 淡灰褐色 淡灰褐色 ナデ ナ デ 日縁に刻目

208 暗褐色砂層 抑生土器 甕 16.1 147 淡褐色 淡褐色
日 :ナデ

体 :僅かにハケメ

日～頸 :ナデ

体 :僅かにハケメ
頸部に段

209 暗褐色砂層 弥生土器 甕 15,4 褐色 褐色 僅かにハケメ
風化

IJq整 不明
頃部に段

暗褐色砂層 弥生土器 甕 174 53 黄褐色 黄褐色
風化

調整不明
ナデ、ハケメ

2条 のヘラ描直

線文

暗褐色砂層 弥生土器 甕 236 22 7 淡茶色 淡茶色
日!ナデ

体 :僅かにハケメ
日!ナデ

体 :ハケメ
日縁直下に僅かな

ヘラ描の痕跡有り

外面 :一部

スス付着

暗褐色砂層 弥生土器 甕 270 5,3 淡褐色 茶褐色
日:ナデ 体 :縦方向

に指で撫でた様な痕
ナ デ

日縁直下に1条のヘラ箱直線文
を施し、その下に刺突文 穿孔

暗褐色砂層 弥生土器 壼 22 淡茶褐色 明茶褐色
風化

調整不明
ナデ

日縁端部 :3条
の凹線

暗褐色砂層 弥生土器 壺 1 7 淡黄橙色 淡黄橙色 ナ デ ナ デ
日縁端部 :3条
の凹線

暗褐色砂層 弥生土器 甕 174 褐 色 暗褐色
日 :ナデ

体 :ヘ ラケズリ
ナデ

日縁端部に凹線
なし

暗褐色砂層 弥生土器 甕 28 淡褐色 淡褐色 ナ デ ナデ
日縁端部 :3条
の凹線

暗褐色砂層 弥生土器 蚕 14.2 123 淡褐色 淡褐色
日 :ナデ

体 :ヘ ラケズリ
ナデ

日縁端部 :3条
の凹線

晴褐色砂層 弥生土器 甕 224 26 暗灰褐色 明茶褐色 ナデ ナデ
日縁端部 :5条
の凹線

暗褐色砂層 弥生土器 高杯 にぶい橙色 淡黄橙色 ヘラケズリ ナデ
側面に 4条の凹

線

暗褐色砂層 弥生土器 小形の壷 45 淡褐色 淡褐色 ナデ ナデ
底部 :一部

黒変

暗褐色砂層 弥生土器
壺か甕の

胴部
56 淡茶色 明茶褐色 ヘラケズリ ナデ

直線文の間に列

点文

暗褐色砂層 弥生土器 底部 16 黄褐色 灰褐色
風化

調整不明
ナデ

2m以上の

砂粒

暗褐色砂層 弥生土器 底部 3.0 暗褐色 暗褐色 ナ デ ハケメ
2 mm以上の

砂粒

暗褐色砂層 弥生土器 底部 29 黄橙色 黄橙色 指頭圧痕 指頭圧痕、ナデ
2 mnl以 上の

砂粒

暗褐色砂層 弥生土器 底 部 21 赤褐色 赤褐色
風化

調整不明

風化

調整不明

2 1un以 上の

砂粒

226 暗褐色砂層 弥生土器 底 部 35 褐色 褐 色
風化

調整不明

風化

調整不明

2 mm以上の

砂粒

227 暗褐色砂層 弥生土器 底 部 3.7 赤褐色 黄褐色 ケヽメ、ナデ ケヽメ
21n!以上の

砂粒

228 暗褐色砂層 弥生土器 底 部 淡茶色 種 色 ハケメ ケヽメ
2 Rld以 上の

砂粒
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法     量  (cm) 色  調 調 整 態

様
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日径 底径・頸部径 器高 (残高 ) 内面 外面 内面 外面

229 暗褐色砂層 弥生土器 底部 淡茶色 明茶色 ハケメ ヘラミガキ
2 mm以上の

砂粒

230 暗褐色砂層 弥生土器 底 部 茶褐色 茶褐色 ヘラケズリ ヘ ラ ガ キ
2 mm以下の

砂粒

暗褐色砂層 弥生土器 底 部 31 茶褐色 赤茶褐色 ヘラケズリ ナデ
2m以下の

砂粒

232 暗褐色砂層 弥生土器 底 部 80 25 淡灰色 黒色 ヘラケズリ ナデ
2 mm以下の

砂粒

暗褐色砂層 弥生土器 底 部 7.0 淡黄橙色 橙褐色
風化

調整不明

風化

調整不明

2mn以下の

砂粒

暗褐色砂層 弥生土器 底 部 73 17 黄褐色 赤褐色
風化

調整不明

風化

調整不明

2 mm以下の

砂粒

235 暗褐色砂層 弥生土器 底部 23 淡橙色 橙色 ケヽメ ナデ
2 mm以下の

砂粒

236 暗褐色砂層 弥生土器 底 部 50 淡茶色 褐色
ヘラミガキ

ハケメ
ハケメ

2 mm以下の

砂粒

237 暗褐色砂層 弥生土器 底 部 15.2 暗茶褐色 橙茶褐色 ナ デ
風化

調整不明
外面 :粘土剥離

21m以下の

砂粒

238 暗褐色砂層 土師器 壺 150 淡茶灰色 淡茶灰色 ナ デ ナデ

239 暗褐色砂層 土師器 重 14.4 淡茶褐色 赤茶褐色
口 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナデ

240 暗褐色砂層 土師器 壷 13.7 62 茶褐色 茶褐色 ナ デ ナ デ 頸部 ;羽状文

暗褐色砂層 土師器 士車 16.0 淡橙色 灰橙色
日 :ナデ

頻以下 :ヘ ラケズリ
ナデ

242 暗褐色砂層 土師器 壷 58 淡橙茶色 淡橙茶色 ナデ ナ デ

243 暗褐色砂層 土師器 壺
234

(最大径 )
淡茶色 淡茶色 ナ デ ナデ

暗褐色砂層 土師器 一堕 116 灰自色 淡黄橙色
日:ナデ 頸 :絞 り痕

頸以下 :ヘラケズリ
ナデ

245 暗褐色砂層 土師器 霊 淡橙色 淡橙色 ナデ ナデ

246 暗褐色砂層 土師器 と車 208 黄橙色 明黄橙色
日:ナデ 顕 :絞 り痕

顕以下 :ヘラケズリ
ナデ (ハ ケメ)

247 暗褐色砂層 土師器 主璽 248 87 茶褐色 茶褐色
日:ナデ 頸 :絞 り痕

隕以下 :ヘラケズリ

日～頸 :ナデ

願以下 :僅かにハケメ

248 暗褐色砂層 土師器 壼 63 淡橙色 淡橙色 ナ デ ナ デ

夕49 暗褐色砂層 土師器 壼 淡茶色 淡茶色 ナ デ ナデ

2FDO 暗褐色砂層 土師器 甕 150 130 53 明茶褐色 明茶褐色
日 :ナデ

頻以下 :ヘ ラケズリ
ナデ

晴褐色砂層 土師器 甕 56 淡灰橙色 淡灰橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナデ

252 暗褐色砂層 土師器 甕 67 淡橙色 淡橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナ デ

253 暗褐色砂層 土師器 甕 157 129 72 明茶褐色 明茶褐色
回 :ナデ

顎以下 :ヘ ラケズリ

ナデ

顕以下 :樫かにハケメ

254 暗褐色砂層 土師器 甕 淡灰色 灰橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナデ

255 暗褐色砂層 土師器 甕 11 6 187 淡黄橙色 淡黄橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ

日 :ナデ

頸以下 :ハケメ

256 暗褐色砂層 土師器 蚕 158 11,9 240 明茶褐色 明茶褐色
日:ナデ 頸以下 :ヘ ラ

ケズリ 底〔指頭圧痕

回 :ナデ

頸以下 :ハケメ

257 暗褐色砂層 土師器 甕 250 21,7 204 橙茶褐色 橙茶褐色
回 :ナデ

顕以下 :ヘラケズリ

日 :ナデ

頸以下 :ハ ケメ
肩部 :波状文

258 暗褐色砂層 土師器 甕 152 113 淡橙灰色 淡橙灰色
口 :ナデ

顕以下 :ヘラケズリ
ナデ

259 暗褐色砂層 土師器 甕 155 12 7 赤茶褐色 赤茶褐色 ナデ ナデ

260 暗褐色砂層 土師器 甕 155 126 明茶褐色 明茶褐色
日 :ナデ

頸以下 :ヘラケズリ
ナデ

暗褐色砂層 土師器 甕 162 112 51 淡橙色 淡橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘラケズリ
ナデ

暗褐色砂層 土師器 甕 16.0 5,7 淡橙灰色 淡灰橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘラケズリ
ナデ

263 暗褐色砂層 土師器 甕 155 193 淡橙色 橙灰色
日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナデ

暗褐色砂層 土師器 甕 172 茶褐色 茶褐色
口 :ナデ

額以下 :ヘラケズリ 日‥
郷頸

ナデ
ハケメ

265 暗褐色砂層 土師器 褻 淡橙色 淡橙色
日 :ナデ

頸以下 :ヘラケズリ

日 :ナデ

頸以下 :ハ ケメ

暗褐色 1//層 土師器 甕 172 黄橙色 暗灰色
日 :ナデ

頸以下 :ヘラケズリ

日 :ナデ

頸以下 :風化

暗褐色砂層 土師器 甕 173 155 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ 市留系

暗褐色砂層 土師器 甕 灰褐色 灰褐色
日:ナデ、ハケメ

頸以下 :ヘ ラケズリ

日 :

頸以下 :

ナデ
ハケメ

269 暗褐色砂層 土師器 甕 122 94 62 灰 色 橙灰色
日:ナデ、ハケメ

頸以下 :ヘ ラケズリ
鳳化

調整不明
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挿図

番号
出土層位 遺構面 種  類 器  種

法     量  (cm) 色   調 調 整 形態

文様
備 考

日径 底径 頸部径 器高 (残高 ) 内面 外面 内面 外 面

270 暗褐色砂橿 土師器 甕 158 132 明茶褐色 橙茶褐色
日tナデ、ハケメ

頸以下 :ヘ ラケズリ
ナ デ

暗掲色砂層 土師器 直日壷 淡橙色 淡橙灰色
日:ナデ、ハケメ

頸以下〔ヘラケズリ
ナデ

暗褐色砂層 土師器 低脚郭 196 53 暗褐色 暗褐色
郭 :ヘ ラミガキ

脚 :ナデ

郭 :風化

脚 :ナデ

暗褐色砂層 土師器 低脚郷 59 淡黄橙色 黄橙色 ナデ ナ デ

274 暗褐色砂層 土師器 低脚郭 58 黄橙色 黄橙色 ナデ ナ デ

暗褐色砂層 土師器 低脚杯 52 黄灰色 黄灰色
風化

調整不明
ナ デ

暗褐色砂層 土RT器 小形丸底壷 74 67 41 橙色 橙 色
日 :ナデ

顎以下 :ヘ ラケズリ

日 :ナデ

顕以下 :ハケメ

暗褐色砂層 土師器 小形丸底壺 85
にぶい黄橙

色

にぶい粛橙

色

日 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ

日 :ナデ

頸以下 :ハケメ

暗褐色砂層 土師器 小形丸底壺 56 52 灰褐色 褐 色
口 :ナデ

頸以下 :ヘ ラケズリ

日 :ナデ

頸以下 :ハケメ

暗褐色砂層 土師器 鼓形器台 19 4 茶褐色 茶褐色
風化

調整不明
ナ デ

暗褐色砂層 土師器 鼓形器台 61 明茶色 明茶色
風化

調整不明
ナ デ

暗褐色砂層 土師器 鼓形器台 24 0
径

・４
部筒

淡茶褐色 茶褐色
器受部:不明 脚台部〔

ヘラケズリ、ナデ

部

部

受

台

器

脚
ナデ
ナデ

暗褐色砂層 土師器 鼓形器台
96

(筒部径 )
茶褐色 茶褐色

筒部:ナ デ
ヘラケズリ、

ム
ロ
一ア

脚

ナ

筒部 :ナ デ

脚台部 :ナ デ

暗褐色砂層 土師器 鼓形器台 Ｗ離
淡橙色 淡橙色

筒部 :ナ デ

脚台部 :ヘラケズリ

筒部 :ナ デ

脚台部 :ナ デ

暗褐色砂層 土師器 鼓形器台 240 明茶褐色 明茶褐色
筒部 :ナ デ

脚台部 :ヘラケズリ

筒部 :ナ デ

脚台部 :ナ デ

嗜褐色砂層 土師器 甑、把手 淡褐色 淡褐色 絞 り痕、ナデ ナ デ

暗褐色砂層 土師器 高邦 明茶褐色 明茶褐色
日 :ナデ

邪 :ハケメ

日 :ナデ

郭 :ハケ後ナデ

暗褐色砂層 土師器 高郷 146 60 橙茶褐色 橙茶褐色
日 :ナデ

郭 :ヘ ラミガキ

日 :ナデ

邦 :ハケメ

239 暗褐色砂層 土師器 高郷 15 8 明黄褐色 明黄褐色
日 :ナデ

郭 :ハ ケメ

回 :ナデ

邦 :ハケメ

暗褐色砂層 土師器 高1/T 暗褐色 灰褐色 ナ デ ケヽメ、ナデ

291 暗褐色砂層 土師器 高IT 17 晴灰褐色 灰褐色 チ デ ケヽメ

292 暗褐色砂層 土師器 高郷 15 淡灰黄色 淡黄色 ナデ ハケメ

293 暗褐色砂層 土師器 高 tT 17 灰褐色 灰褐色
風化

調整不明
ハケメ

294 暗褐色砂層 土師器 高郭 46 淡黄褐色 淡黄褐色 絞 り痕、ナデ
風化

調整不明
3方 に透かし

295 暗褐色砂層 土師器 高IT 56 茶褐色 茶褐色 ヘラケズリ、絞り猿 ケヽ後ナデ

296 暗褐色砂層 土師器 高郭 118 68 茶褐色 茶褐色
筒 :ケ ズリ

裾 :ナデ

筒 :ハ ケ後 ミガキ

裾 :ナデ

297 暗褐色砂層 土師器 高郭 140 淡桃褐色 淡桃褐色
筒

裾

ケズリ
ハケメ

筒 :ハ ケ後 ミガキ

裾 :ナデ

298 暗褐色砂層 土師器 高爪 142 淡橙褐色 橙褐色
筒 :ケ ズリ

裾 :ハ ケメ

筒 :ハ ケ後 ミ

裾 :ナ テ

ガ キ

299 暗褐色砂層 土師器 脚 部 135 43 汝褐色 淡褐色
筒 :ケ ズ リ

裾 :ナデ
ナデ

300 暗褐色砂層 須恵器 郭 議 淡灰 色 灰色 静止ナデ 回転 ヘ ラ クズ リ

暗褐色砂層 須恵器 tT身 灰 色 灰色 回転ナデ 回転ナデ

暗褐色砂層 須恵器 高郭 15 淡灰色 灰 色 ナ デ 回転ナデ
郭部外面底部 :

カキメ

暗褐色砂層 須恵器 高14~ 25 灰 色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ

暗褐色砂層 須恵器 寮片 76 淡紫色 淡紫色 当て具痕 叩き痕

暗褐色砂層 土師質土器 皿 10 橙灰色 橙褐色
風化

調整不明

風化

調整不明

暗褐色砂層 土師質土器 皿 120 20 淡黄褐色 黄褐色 ナ デ ナ テ

暗褐色砂層 土師質土器 皿 130 27 淡黄灰色 淡黄灰色 ナデ ナデ

オリーブ色砂層 縄文土器 深鉢 38 灰黄褐色 にぶい褐色 ナデ 縄 文

オ リーブ色砂眉 弥生土器 褻 34
にぶい黄橙

色
橙 色

風化

調整不明
ナデ、ハケメ 外面に段

オ リーブ色砂層 弥生土器 底 音[ 58 橙 色 にぶい橙色 ケヽメ ハケメ

313 オ リーブ色砂層 須恵器 邪蓋 25 灰 色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ
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挿図

番号
出土層位・過構面 種 類 器 種

法     量  (cml 色  調 調 整 態

様

形

文 備考
日径 底径・顕部径 器高 (残高 ) 内面 外 面 内面 外 面

黄褐色砂礫層 土師器 鼓形器台 橙 色 橙色
脚台部 :ヘラケズリ

裾部 :ナデ
ナデ

黄褐色砂礫層 須恵器 郭 身 灰 色 灰 色 回転ナデ 回転ナデ

316 黄褐色砂礫層 須恵器 甕片 灰 色 灰 色 当て具痕 叩き痕

黄灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 にぶい褐色 明褐色 ナデ ナデ

黄灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 褐灰色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ

黄灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 30 黄灰色 褐灰色 ナデ 縄 文

黄灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 黒褐色 暗褐色 ナ デ ナデ

黄灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 灰黄褐色 褐灰色 条痕 ナデ

322 黄灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 橙 色 にぶい橙色 ナデ ナデ

323 黄灰色砂礫層 縄文土器 底 部 74 褐灰色 にぶい橙色 ナ デ ナデ

324 黄灰色砂礫層 土師器 高郭 19.3 浅黄橙色 浅黄橙色 ヘラクズリ ナデ

青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 22 黄灰色 にぶい粛橙色 ナ デ 縄文

327 青灰色砂礫層 縄文土器 深 鉢 20 にぶい斉橙色 にぶい斉橙色 ナ デ 縄 文

328 青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナ デ 縄 文

329 青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 灰黄褐色 灰黄褐色 ナ デ 縄 文

330 青灰色砂礫層 縄文土器 浅鉢 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナ デ 磨消縄文

青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 にぶい黄橙色 にぶい褐色 ナ デ ナデ

332 青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 灰黄褐色 灰黄褐色 ナデ ナデ

333 青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 淡赤橙色 淡赤橙色 ミガキ ナデ

334 青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 5,7 褐灰色 にぶい黄橙色 ナ デ ナデ

335 青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 灰黄褐色 灰黄褐色 ナデ ナ デ

386 青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 5.3 にぶい黄橙色 黄褐色 ミガキ ミガキ

337 青灰色砂礫層 縄文土器 深鉢 5.3 灰褐色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ

338 青灰色砂礫層 縄文土器 底部 4.0 褐灰色 にぶい黄橙色 ケズリ ナ デ

木製品

挿 図

遺構面 品 目
法     量  (cm)

樹種 備 考
番号 残存長 最大幅 最大厚

第 2遺構面

(K01)
杭 13 5

第 2遺構面

(K02)
杭 220 220 松 松皮が付いている
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土製品

挿図

番号
出土層位・遺構画 器 種

法     量  (cml
重 量 色調 焼 成

最大長 (残長) 最大径 孔 径

第 1遺構面 土 玉 30 19 21 橙褐色 良好

第 2遺構面 土 錘 2.0 12 16.00 橙 色 良好

第 2還構面 土 錘 3.2 0,7 14 必Э 暗褐色 良好

暗茶褐色砂質土 土 玉 0.7 46.71 黄褐色 良好

暗茶褐色砂質土 土 錘 47 6路 黄褐色～桃褐色 良好

暗茶褐色砂質土 土 鍾 10 1595 暗褐色 良好

暗茶褐色砂質土 土 錘 42 03 4.32 橙色 良好

暗茶褐色砂質土 土 鍾 9 12 橙 色 良好

174 暗褐色砂質土 土 錘 5,0 19 18 明赤褐色 良好

暗褐色砂質土 土 錘 42 14.39 にぶい赤褐色 良好

176 暗褐色砂質土 土 鍾 橙 色 良好

177 暗褐色砂質土 土 鍾 130 赤褐色 良好

暗褐色砂層 土 錘 29 03 20 赤褐色 赤褐色

石製品

図

号

挿

番
出土層位・遺構面 種 類

法   量 (cO
重 最 材関 備考

最大長 (残長 ) 最大幅 最大厚

90 暗茶褐色砂質土 不 明 72 5.5 225,91 両端に円錐状の穴あり

暗茶褐色砂質土 石皿 15 3 41 870.00 大海崎石

暗褐色砂質土 石鏃 15 黒曜石 凹基無茎鏃

179 暗褐色砂質土 石鏃 2.5 黒曜石 凹基無茎鏃

1811 暗褐色砂質土 石錐 3.75 黒曜石

暗褐色砂質土 石鐘 07 2.57 黒曜石

182 暗褐色砂質土 スクレーパー 30 7 82 黒曜石
右側辺縁 :刃部

左側辺縁 :微細剥離痕

183 暗褐色砂質土 楔形石器 1 1 7.16 黒曜石

184 暗褐色砂質土 石核 53 28 15 01 黒曜石

185 暗褐色砂質土 スクレーパー 1,7 07 安山岩

186 暗褐色砂質土 石拝 100 50 24夕 9 塩基性岩

187 暗褐色砂質土 層 石 90 338 0 擦痕有 り

188 暗褐色砂質土 打製石斧 (石鍬) 6.6 18 159 9 黒色泥岩 (頁岩)

189 暗褐色砂質土 砥 石 27.5 32611.0 使用痕有 り

308 暗褐色砂層 石 錘 9.2 67 3,7 270.0 凹石から転用 ?

309 暗褐色砂層 擦石 ? 74 9400

325 黄灰色砂礫層 打製石斧 21 77 2 黒色泥岩 (頁岩 )
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図版 1 春 日山古墳群

A区 調査前全景

(7雪ん`ら)

B区 調査前全景

(5梗 ん`ら)

C区 調査前全景

(北東から)

露



図版 2 春 日山古墳群

春日山古墳群 調査後全景 (北側上空から)
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1号墳主体部 (西から)



図版 3 春 日山古墳群

1号墳 全景

(西から)

1号墳主体部

上層断面 (南西から)

1号墳主体部

上層断面 (北から)



図版 4 春 日山古墳群

1号墳第 1主体部 (北東から)

曇

権
■

1号墳第 3主体部 (北東から)1号墳第 2主体部 (北東から)



一、

一
．一

下 :='‐ ■
｀
・〒 r― I・

2号墳主体部 (北 から)

牢折
生【一一
・工】ｉ声

| ■ft,   |す

||まま
,ユ,lt:1:‐

ざドミ,、

一ヽ

ｉ

卜
嶽
・　
．、

1～

2号墳主体部 (西から)



図版 6 春 日山古墳群

韓

ヽ

＼ 癸

~

^  
ⅢⅢ上、.

|1轟手ri
黙帝

却| ・
一浄
ド

器:=■義i

エ

埃
Ｆ
・ｔ
ｉ
一

ゞ

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

洋
盛
縦
学
一

2号墳主体部

南北土層断面 (西から)

2号墳主体部

東西土層断面 (南から)

3号墳東側溝

遺物出土状況 (南から)
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3号墳 全景 (西から)


